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塩山藤木区に江戸時代から伝わる民俗芸能「藤木
道祖神太鼓乗り」が１月１４日に放光寺で行われ
ました。若者が太鼓の上で歌舞伎の名場面を演じ
る勇姿など、伝統文化として受け継がれた住民の
熱い心が会場全体を盛り上げていました。



景
観
計
画
と
は
？

景
観
計
画
と
は
景
観
行
政
団
体
が
定
め

る
こ
と
の
で
き
る
「
良
好
な
景
観
の
形
成

に
関
す
る
計
画
」
の
こ
と
で
す
。

景
観
計
画
で
は
次
の
よ
う
な
内
容
を
定

め
る
こ
と
が
出
来
ま
す
。

・
景
観
計
画
の
区
域
（
景
観
計
画
を
適
用

す
る
範
囲
）

・
良
好
な
景
観
の
形
成
に
関
す
る
方
針

・
良
好
な
景
観
の
形
成
の
た
め
の
行
為
の

制
限
に
関
す
る
事
項

・
景
観
重
要
建
造
物
及
び
景
観
重
要
樹
木

の
指
定
の
方
針

・
屋
外
広
告
物
の
表
示
等
に
関
す
る
事
項

・
景
観
重
要
公
共
施
設
の
整
備
に
関
す
る

事
項
な
ど

景
観
計
画
の
ね
ら
い
は
？

景
観
計
画
を
定
め
る
上
で
、
ま
ず
、
市

民
の
皆
さ
ん
が
良
好
な
景
観
の
重
要
性
を

再
認
識
す
る
こ
と
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

そ
の
た
め
、
市
で
は
景
観
計
画
の
検
討

と
平
行
し
て
、
甲
州
市
に
は
ど
の
よ
う
な

景
観
要
素
が
あ
る
の
か
を
歩
き
な
が
ら
再

確
認
す
る
た
め
、「
景
観
フ
ッ
ト
パ
ス
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
」
を
設
置
し
検
討
を
進
め
て
い

ま
す
。

景
観
計
画
は
、
景
観
法
に
基
づ
い
て
定

め
ま
す
。
景
観
法
に
よ
る
届
出
制
度
を
運

用
す
る
こ
と
に
よ
り
、
建
造
物
の
建
築
な

ど
の
際
に
、
一
定
の
法
的
拘
束
力
を
も
っ

て
助
言
・
指
導
を
行
え
る
よ
う
に
な
り
ま

す
。甲

州
市
の
特
性
を
生
か
し
た
景
観
計
画

を
策
定
す
る
こ
と
に
よ
り
、
次
の
よ
う
な

き
め
細
か
な
景
観
施
策
を
行
う
こ
と
が
で

き
ま
す
。

良
好
な
景
観
が
保
全
・
形
成
さ
れ
、
甲

州
市
の
魅
力
の
向
上
に
つ
な
が
る
こ
と
を

目
的
と
し
た
景
観
計
画
の
策
定
に
向
け
て
、

市
民
の
皆
さ
ま
の
ご
意
見
を
お
聞
か
せ
く

だ
さ
い
。

良
好
な
景
観
は
、
長
い
歴
史
と

人
々
の
暮
ら
し
の
中
で
形
成
さ
れ

る
、
地
域
住
民
共
通
の
財
産
で
あ

り
、
潤
い
の
あ
る
豊
か
な
生
活
環

境
を
創
造
し
、
個
性
的
で
活
力
あ

る
甲
州
市
を
実
現
す
る
、
ま
ち
づ

く
り
の
大
切
な
要
素
で
す
。

そ
こ
で
、
甲
州
市
の
個
性
あ
る

優
れ
た
自
然
環
境
や
果
樹
園
景

観
、
歴
史
的
景
観
の
保
全
と
形
成

に
努
め
る
と
と
も
に
、
都
市
基
盤

整
備
、
ま
ち
な
か
再
生
に
向
け
た

取
り
組
み
を
図
っ
て
い
く
た
め
、

平
成
22
年
度
か
ら
２
ヵ
年
で
「
甲

州
市
景
観
計
画
」
の
策
定
を
行
っ

て
い
ま
す
。

大切にしたい甲州市のこんな景観

（景観アンケートより）

・扇状地に広がる一面のブドウ畑

・里山と果樹園からなる桃源郷

・フルーツラインからみる甲府盆地

・歴史資産と周辺

・ワイン醸造に関わる近代化遺産

甲州市の
景観について
考えよう！

・
甲
州
市
の
特
徴
的
な
景
観
に
つ
い
て
は

周
囲
の
ま
ち
な
み
を
一
体
的
に
考
え
た
整

備
や
規
制
誘
導
を
行
う
こ
と
が
で
き
ま

す
。

・
住
宅
街
や
商
店
街
な
ど
で
の
、
地
域
住

民
が
主
体
と
な
っ
た
地
域
の
身
近
な
景
観

づ
く
り
を
支
援
で
き
ま
す
。

・
地
域
の
シ
ン
ボ
ル
と
な
る
よ
う
な
建
造

物
等
を
景
観
法
の
制
度
を
活
用
し
保
全
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
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景
観
フ
ッ
ト
パ
ス

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

景
観
フ
ッ
ト
パ
ス
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
は
、
景
観
計
画
策
定
の
た
め
の

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
と
し
て
、
審
議

会
委
員
と
公
募
し
た
方
や
地
元
の

方
が
参
加
し
、
フ
ッ
ト
パ
ス
（
ま

ち
歩
き
）
の
手
法
を
用
い
て
甲
州

市
の
良
好
な
景
観
形
成
の
方
策
に

つ
い
て
検
討
し
、
そ
の
成
果
を
景

観
計
画
に
反
映
さ
せ
る
こ
と
に
よ

り
、
よ
り
地
域
に
密
着
し
た
景
観

計
画
を
策
定
す
る
た
め
に
活
動
し

て
い
ま
す
。

良
好
な
景
観
要
素
を
「
宝
物
」

と
し
、
新
た
な
宝
物
の
発
見
を
行

い
ま
す
。

◆
第
１
回
　
８
月
22
日
（
日
）

松
里
恵
林
寺
の
周
辺
を
実
際
に

歩
き
、
良
い
景
観
や
悪
い
景
観
を

実
際
に
確
認
し
、
目
に
見
え
な
い
、

果
物
の
香
り
や
、
水
の
音
な
ど
も

景
観
形
成
に
多
く
関
わ
っ
て
い
る

こ
と
を
実
体
験
し
ま
し
た
。

◆
第
２
回
　
９
月
26
日
（
日
）

参
加
者
の
好
き
な
景
観
を
持
ち

寄
っ
て
、
そ
の
理
由
を
み
ん
な
で

考
え
、
良
い
景
観
の
マ
ッ
プ
を
作

成
し
、
地
元
に
も
ま
だ
ま
だ
た
く

さ
ん
の
宝
物
が
あ
る
こ
と
を
確
認

し
ま
し
た
。

◆
第
３
回
　
10
月
23
日
（
土
）

玉
宮
地
区
を
歩
き
、
富
士
山
を

眺
望
で
き
る
素
晴
ら
し
い
景
観
を

体
験
し
、
ま
た
、
地
域
の
史
跡
名

勝
な
ど
実
際
に
見
て
、
フ
ッ
ト
パ

ス
ル
ー
ト
設
定
の
検
討
を
行
い
ま

し
た
。

◆
第
４
回
　
11
月
27
日
（
土
）

大
和
地
区
を
中
心
に
、
田
野
と

日
影
の
甲
州
街
道
を
歩
き
、
大
和

の
景
観
と
歴
史
に
触
れ
な
が
ら
フ

ッ
ト
パ
ス
ル
ー
ト
の
設
定
の
検
討

を
行
い
ま
し
た
。

◆
第
５
回
　
12
月
17
日
（
金
）

今
ま
で
の
フ
ッ
ト
パ
ス
ル
ー
ト

と
し
て
検
討
し
て
き
た
も
の
の
最

終
的
な
コ
ー
ス
設
定
を
検
討
す
る

た
め
、
ル
ー
ト
設
定
の
た
め
に
必

要
な
こ
と
や
、
ル
ー
ト
を
よ
り
活

用
す
る
た
め
に
必
要
な
こ
と
に
つ

い
て
学
習
し
ま
し
た
。

◆
第
６
回
　
１
月
23
日
（
日
）

切
妻
造
り
古
民
家
群
の
保
存
を

検
討
し
て
い
る
神
金
地
区
、
上
条

集
落
を
実
際
に
歩
き
、
そ
の
後
、

古
民
家
情
報
館
で
、
フ
ッ
ト
パ
ス

ル
ー
ト
設
定
の
検
討
を
行
い
ま
し

た
。

手塚公彦さん（大和町初鹿野）

私たちが普段何気なく過ごしている地域の中
に、生活や歴史、文化など様々に彩られた宝物が
たくさん潜んでいることを再発見でき、その資源
の魅力を正しく引き出すことが、良い景観へと繋
がっているのではないかと感じています。

屋代雅充教授（東海大学観光学部教授）

甲州市には数多くの名山の眺望とともに、様々
な歴史文化遺産が随所にちりばめられています。
ぶどうやももの果樹畑は、四季折々の市民の暮ら
しと溶け合って世界的に見てもユニークかつ魅力

的な景観を生み出しています。
こうした地域の魅力を市民一人一人が再認識

し、さらに磨きを掛けていくことが、住み心地の
良い魅力あるまちづくりへとつながっていきま
す。そのための取組のひとつが景観フットパスプ
ロジェクトです。魅力ある景色や資源をつなぐ遊
歩道を発掘し、その場所の歴史由緒を聞きながら
歩いてみることによって、地域の魅力がますます
輝き始めます。

これをきっかけにして、大切にしたい景観を洗
い出し、どのようにして維持・創造していくのが
良いかについて、市民有志が毎月集まって「まち
歩き」をしながら議論を重ねています。　

来年度はこの取り組みをさらに深め景観法に基
づく「景観計画」へと発展させることによって、
景観まちづくりを推進していく予定です。

声 景観プロジェクトに参加してい
る皆さんのコメント

●これまでの取り組み●
平成１６年　６月　　景観法施行
平成１８年　３月　　第１次総合計画
平成１８年　３月
勝沼地域景観形成ガイドライン策定
平成２１年　３月
甲州市都市計画マスタープラン
平成２２年　６月
甲州市景観計画策定審議会設置
平成２２年　７月～
ふるさと景観フットパスプロジェクト開始
平成２２年　８月～　
市職員による歴史景観を活かしたまちづく
り研究会
平成２２年１２月
景観市民アンケート実施（約１０００名対象)

皆さんの参加を

お待ちしています。

3 広報こうしゅう

景観シンポジウム

甲州市の個性ある
景観を守り育てよう

■日時　2月20日（日）午後２時～
午後１時３０分　受付

■会場　勝沼市民会館　２階　会議室
■内容　
・基調講演

フットパスを活用した景観まちづくり
・講師　屋代雅充教授（東海大学観光学部)　　
・パネルディスカッション

テーマ　みんなで考えよう、甲州市の景観
まちづくり



イ
ン
フ
ラ
整
備
等
に
よ

る
積
極
的
な
経
済
対
策

国
内
の
景
気
は
、
こ
の
と
こ
ろ

足
踏
み
状
態
と
な
っ
て
い
る
な
か

で
失
業
率
が
高
水
準
に
あ
る
な
ど

厳
し
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。

国
で
は
、
円
高
・
デ
フ
レ
に
対

応
す
る
た
め
の
「
緊
急
総
合
経
済

対
策
」
を
盛
り
込
ん
だ
補
正
予
算

案
を
国
会
に
提
出
し
、
11
月
26
日

に
成
立
い
た
し
ま
し
た
。

こ
の
内
容
に
は
、
地
方
公
共
団

体
に
よ
る
き
め
細
か
な
イ
ン
フ
ラ

整
備
等
の
支
援
も
含
ま
れ
て
お

り
、
本
市
と
い
た
し
ま
し
て
も
積

極
的
に
対
応
し
て
い
き
た
い
と
考

え
て
お
り
ま
す
。

地
域
環
境
の
保
全
向
上

に
む
け
た
農
地
の
再
生

農
業
振
興
に
お
い
て
は
、
耕
作

放
棄
地
対
策
と
し
て
「
神
金
地
区

耕
作
放
棄
地
解
消
モ
デ
ル
事
業
」

に
取
り
組
ん
で
お
り
ま
す
が
、
大

久
保
平
の
約
２
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
耕

作
放
棄
地
の
再
生
に
向
け
、
去
る
、

10
月
７
日
に
は
、
神
金
耕
作
放
棄

地
解
消
対
策
委
員
会
の
主
催
に
よ

る
播
種
作
業
が
行
わ
れ
、
知
事
を

は
じ
め
、
地
元
関
係
者
の
ご
参
加

を
い
た
だ
く
中
で
、
菜
の
花
、
シ

ロ
ガ
ラ
シ
の
播
種
が
行
わ
れ
ま
し

た
。こ

の
モ
デ
ル
事
業
を
通
し
て
、

さ
ら
に
地
域
環
境
の
保
全
向
上
と

再
生
農
地
の
活
用
に
よ
る
地
域
活

性
化
が
期
待
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ

り
ま
す
。

ま
た
、
今
年
度
か
ら
実
施
す
る

原
産
地
呼
称
ワ
イ
ン
認
証
制
度
に

基
づ
く
、
最
初
の
原
産
地
圃
場
申

請
が
、
去
る
11
月
10
日
に
行
わ
れ

ま
し
た
。

今
後
、
現
地
で
の
圃

場
確
認
審
査
を
実
施
し
、
醸
造
さ

れ
た
ワ
イ
ン
は
、
６
月
を
目
途
に

実
施
す
る
官
能
審
査
等
を
経
て
、

甲
州
市
初
の
認
証
ワ
イ
ン
が
誕
生

す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

交
流
人
口
の
増
大
が
図

ら
れ
た
観
光
イ
ベ
ン
ト

観
光
立
市
を
目
指
す
本
市
で
は

「
人
と
地
域
資
源
を
活
か
し
た
フ

ル
シ
ー
ズ
ン
の
観
光
ま
ち
づ
く

り
」
に
向
け
て
諸
事
業
を
展
開
し

て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

イ
ベ
ン
ト
関
係
で
は
、
ぶ
ど
う

ま
つ
り
、
甲
州
フ
ル
ー
ツ
マ
ラ
ソ

ン
大
会
、
お
よ
っ
ち
ょ
い
祭
り
を

は
じ
め
、
大
菩
薩
嶺
ト
レ
ッ
キ
ン

グ
、
ほ
う
と
う
ま
つ
り
、
こ
ろ
柿

づ
く
り
体
験
な
ど
、
地
域
資
源
や

季
節
感
を
生
か
し
た
イ
ベ
ン
ト
を

開
催
し
ま
し
た
。

ま
た
、
市
民
団
体
や
民
間
主
催

の
イ
ベ
ン
ト
に
つ
き
ま
し
て
も
、

全
国
か
ら
例
年
以
上
の
参
加
が
あ

り
、
い
ず
れ
も
天
候
に
恵
ま
れ
、

観
光
交
流
人
口
の
増
大
と
、
一
定

の
経
済
効
果
が
得
ら
れ
た
と
こ
ろ

で
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
甲
州
市
の
観
光
振
興
と

し
て
、
フ
ル
ー
ツ
と
ワ
イ
ン
産
業

観
光
の
推
進
を
図
る
上
で
、
拠
点

施
設
の
一
つ
と
し
て
期
待
さ
れ
る

「
宮
光
園
」
に
つ
き
ま
し
て
は
、

主
屋
修
復
工
事
が
完
成
し
た
と
こ

ろ
で
あ
り
、
３
月
26
日
の
オ
ー
プ

ン
に
む
け
て
展
示
整
備
や
サ
イ
ン

整
備
な
ど
を
進
め
て
お
り
ま
す
。

さ
ら
に
「
あ
る
～
く
こ
う
し
ゅ

う
」
の
実
践
に
向
け
た
新
た
な
組

織
と
し
て
、
関
係
諸
団
体
で
構
成

す
る
「
あ
る
～
く
こ
う
し
ゅ
う
推

進
協
議
会
」
を
立
ち
上
げ
た
と
こ

ろ
で
あ
り
ま
す
。

地
域
の
特
性
を
生
か
し

た
協
働
の
ま
ち
づ
く
り

市
民
協
働
の
指
針
策
定
に
向
け

て
策
定
委
員
会
の
皆
様
が
中
心
と

な
り
、
検
討
作
業
を
進
め
て
い
た

だ
い
て
お
り
ま
す
。

今
後
の
地
域
活
性
化
に
は
、
あ

ら
ゆ
る
分
野
で
市
民
と
行
政
の
協

働
に
よ
る
取
り
組
み
が
求
め
ら
れ

て
い
ま
す
。

特
に
、
本
市
の
場
合
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ

法
人
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ

は
も
と
よ
り
、
区
や
公
民
館
な
ど

従
来
か
ら
あ
る
自
治
組
織
と
の
関

係
も
含
め
る
中
で
、
地
域
特
性
を

生
か
し
た
協
働
を
進
め
て
ま
い
り

た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

産
業
、
観
光
、
健
康

│
│
│
│

経
済
効
果
へ
と

結
び
つ
く
市
政
運
営

12
月
議
会
　
市
長
の
市
政
報
告

（
要
約
・
抜
粋
）

平成２２年甲州市議会12月定例会は、12月１日から２１日まで
の日程で開会されました。初日の本会議では、田辺市長の市政の
概要説明が行われ、主要事業の進捗状況などが報告されました。
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３
月
か
ら
セ
ブ
ン
・
イ

レ
ブ
ン
で
証
明
書
発
行

市
民
の
皆
様
に
活
用
さ
れ
て
い

る
住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
（
住
基

カ
ー
ド
）
が
、
３
月
１
日
よ
り
全

国
の
セ
ブ
ン
・
イ
レ
ブ
ン
で
利
用

が
可
能
に
な
り
ま
す
。
こ
れ
に
よ

り
、
住
民
票
の
写
し
、
印
鑑
登
録

証
明
書
が
午
前
６
時
30
分
か
ら
午

後
11
時
ま
で
、
平
日
、
祝
日
に
係

わ
ら
ず
２
０
０
円
で
交
付
サ
ー
ビ

ス
が
受
け
ら
れ
ま
す
。
今
後
も
市

民
へ
の
住
基
カ
ー
ド
の
取
得
を
Ｐ

Ｒ
し
、
市
民
サ
ー
ビ
ス
に
努
め
て

ま
い
り
ま
す
。

歩
く
こ
と
か
ら
は
じ
ま

る
健
康
増
進
の
向
上

健
康
増
進
計
画
の
重
点
策
で
あ

る
「
ま
め
に
か
ら
だ
を
動
か
す
」

の
推
進
と
し
て
、
あ
る
～
く
こ
う

し
ゅ
う
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
を
実
施

し
て
お
り
ま
す
。
本
年
度
は
、
ス

ポ
ー
ツ
振
興
課
・
健
康
増
進
課
の

実
施
す
る
事
業
を
ポ
イ
ン
ト
制
と

し
て
、
本
年
度
末
ま
で
に
ポ
イ
ン

ト
を
獲
得
し
た
方
を
対
象
に
抽
選

会
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
歩
行
不
足
を
解
消
し
、

生
活
習
慣
病
予
防
に
つ
な
げ
る
こ

と
を
目
指
し
た
「
チ
ャ
レ
ン
ジ
プ

ラ
ス
１
０
０
０
歩
事
業
」
を
本
年

も
開
催
し
、
市
民
の
皆
様
の
健
康

増
進
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

子
供
達
が
安
心
し
て
学

べ
る
教
育
環
境
の
整
備

明
日
を
担
う
子
供
た
ち
が
安
全

な
環
境
の
中
で
安
心
し
て
教
育
を

受
け
ら
れ
、
心
身
と
も
に
豊
か
に

成
長
す
る
こ
と
を
願
い
教
育
環
境

の
整
備
を
図
っ
て
い
ま
す
。

小
学
校
に
お
い
て
は
、
学
習
指

導
要
領
の
改
訂
に
よ
り
、
平
成
23

年
度
か
ら
外
国
語
活
動
を
は
じ

め
、
新
し
い
教
育
課
程
に
よ
る
教

育
が
進
め
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
教

材
や
教
具
等
の
準
備
、
特
別
支
援

学
級
の
設
置
や
複
式
学
級
の
解
消

に
向
け
た
市
単
教
員
の
配
置
の
検

討
を
し
て
ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、
国
や
県
が
表
明
し
て
い

る
35
人
学
級
に
対
応
す
る
た
め
の

調
査
や
学
校
に
お
い
て
は
、
創
意

工
夫
の
中
で
対
応
を
し
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。

猛
暑
対
策
の
製
氷
機
や
冷
水
器

の
設
置
の
検
討
な
ど
新
年
度
に
向

け
て
の
教
育
環
境
の
整
備
に
努
め

て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
平
成
23
年
度
に
計
画
し

て
い
る
塩
山
中
学
校
屋
内
運
動
場

と
塩
山
南
小
学
校
南
館
校
舎
の
耐

震
補
強
工
事
の
実
施
設
計
書
の
作

成
を
行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り

ま
す
。

甲州種ワイン
特産品の販路開拓へ
世界に向けてアピール
１月１７日から２２日の間、日本ワインの固有品種で

ある『甲州種ワイン』を世界に輸出を図るため、市内外
のワイナリーなどで組織するＫＯＪ（Ｋｏｓｈｕ　Ｏｆ
Ｊａｐａｎ）の皆さんと、イギリス・ロンドンで海外プ
ロモーションを行いました。

世界中のワインが集まるイギリス・ロンドン。在英日
本大使館や在英日本商工会、英国トップワインジャーナ
リストなどに向けた積極的なアピールに「すっきりした
軽やかな味わい」と好評をいただくなど、甲州種ワイン
が世界で認められていました。

甲州種ワインの特徴について、アイルランドの女性は
「１４社のワインはどれも個性がありおいしいワインで
すね。オリエンタルな料理やサラダなどに合うと思いま
す。アイルランドでもぜひ手に入れらるようにしてほし
いですね」と市長に話すなど、甲州種ワインの世界進出
の可能性を強く感じることが出来た訪問でした。

はい。
カシャ。

平成２３年４月から
小学校６年生まで拡大！

子ども医療費の窓口無料化
中学校３年生まで

入院費を助成！
市民の皆さんから要望の多い「子ども医療費の窓口

無料化」は、昨年より年齢を段階的に引き上げ、本年

４月からは小学校６年生までに拡充することになり、

また、入院費に限り中学校３年生まで助成をすること

となりました。

さらに、子ども医療費に対する助成の拡充に伴い、

子育て支援全体の事務事業を検証する中で、入学祝金

制度を廃止し、新たに、ひとり親家庭小中学校入進学

祝金として、ひとり親家庭の支援を充実します。

チェック
はい。
カシャ。

ア
イ
ル
ラ
ン
ド
の
ワ
イ
ン
ジ
ャ
ー

ナ
リ
ス
ト
に
甲
州
種
ワ
イ
ン
の
特

徴
を
説
明
す
る
田
辺
市
長

在
英
の
各
事
務
所
を
訪
問
し
、
甲

州
種
ワ
イ
ン
の
販
路
拡
大
へ
の
協

力
を
依
頼
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山
梨
県
消
防
協
会
長
表
彰

◆
甲
種
功
労
章

雨
宮
　
眞
司
（
玉
宮
分
団
）

古
屋
　
　
悟
（
勝
沼
分
団
）

高
野
　
重
和
（
祝
分
団
）

三
澤
　
勝
人
（
東
雲
分
団
）

内
田
　
秀
俊
（
菱
山
分
団
）

古
屋
　
達
也
（
大
和
分
団
）

◆
乙
種
功
労
章

佐
藤
　
　
誠
（
塩
山
分
団
）

望
月
　
徳
明
（
塩
山
分
団
）

森
山
　
英
樹
（
塩
山
分
団
）

依
田
　
俊
光
（
塩
山
分
団
）

菊
島
　
直
樹
（
塩
山
分
団
）

丸
山
　
元
樹
（
奥
野
田
分
団
）

滝
嶋
　
　
彰
（
奥
野
田
分
団
）

田
邉
　
　
健
（
松
里
分
団
）

中
村
　
明
博
（
松
里
分
団
）

樋
口
　
　
透
（
松
里
分
団
）

雨
宮
　
宏
泰
（
松
里
分
団
）

北
村
　
益
樹
（
松
里
分
団
）

深
澤
　
清
行
（
玉
宮
分
団
）

岩
波
　
一
貴
（
神
金
分
団
）

廣
瀬
　
良
喜
（
神
金
分
団
）

三
森
　
規
弘
（
神
金
分
団
）

海
沼
　
正
教
（
勝
沼
分
団
）

内
田
　
淳
司
（
勝
沼
分
団
）

三
井
　
潤
一
（
勝
沼
分
団
）

上
野
　
哲
也
（
勝
沼
分
団
）

柳
本
　
純
也
（
勝
沼
分
団
）

里
吉
　
秀
行
（
祝
分
団
）

佐
藤
　
克
也
（
祝
分
団
）

三
森
　
俊
和
（
東
雲
分
団
）

辻
　
　
弘
人
（
東
雲
分
団
）

坂
本
　
達
彦
（
東
雲
分
団
）

熊
本
　
　
力
（
菱
山
分
団
）

内
田
　
公
基
（
菱
山
分
団
）

三
森
　
寛
峰
（
菱
山
分
団
）

篠
塚
　
　
修
（
大
和
分
団
）

古
屋
　
　
実
（
大
和
分
団
）

平
山
　
　
靖
（
大
和
分
団
）

山
梨
県
消
防
協
会
長
感
謝
状

◆
正
会
員
感
謝
状

中
村
　
秀
之
（
奥
野
田
分
団
）

三
森
　
辰
也
（
菱
山
分
団
）

髙
野
　
　
豪
（
菱
山
分
団
）

飯
島
　
光
之
（
菱
山
分
団
）

峡
東
地
域
県
民
セ
ン
タ
ー

所
長
表
彰

◆
功
労
章

廣
瀬
　
純
一
（
塩
山
分
団
）

廣
瀬
　
賢
一
（
奥
野
田
分
団
）

唐
澤
　
　
誠
（
松
里
分
団
）

澤
登
　
康
俊
（
玉
宮
分
団
）

金
子
　
光
昭
（
大
藤
分
団
）

三
枝
　
正
利
（
神
金
分
団
）

岡
田
　
　
晃
（
勝
沼
分
団
）

原
　
　
茂
晃
（
祝
分
団
）

功
刀
　
徳
親
（
東
雲
分
団
）

西
矢
　
智
一
（
菱
山
分
団
）

平
山
　
勇
巳
（
大
和
分
団
）

日
下
部
警
察
署
長

防
犯
協
会
日
下
部
支
部
長
表
彰

◆
功
労
章

池
田
　
和
宏
（
塩
山
分
団
）

廣
瀬
　
　
亮
（
塩
山
分
団
）

楠
　
　
千
代
（
塩
山
分
団
）

清
水
　
裕
介
（
奥
野
田
分
団
）

荻
原
　
貴
博
（
奥
野
田
分
団
）

田
中
　
輝
仁
（
松
里
分
団
）

五
味
　
正
浩
（
松
里
分
団
）

岡
部
　
順
一
（
松
里
分
団
）

花
輪
　
徳
光
（
松
里
分
団
）

奥
山
　
寿
夫
（
玉
宮
分
団
）

雨
宮
　
　
浩
（
玉
宮
分
団
）

有
川
　
　
昇
（
大
藤
分
団
）

矢
崎
純
一
郎
（
大
藤
分
団
）

津
嶋
　
　
弘
（
大
藤
分
団
）

広
瀬
　
公
太
（
神
金
分
団
）

文
珠
川
大
輔
（
神
金
分
団
）

手
塚
　
　
良
（
神
金
分
団
）

平
山
　
　
修
（
神
金
分
団
）

樋
貝
　
一
樹
（
勝
沼
分
団
）

若
尾
　
卓
哉
（
勝
沼
分
団
）

木
之
瀬
　
寛
（
勝
沼
分
団
）

小
林
　
勇
人
（
勝
沼
分
団
）

土
屋
　
和
生
（
祝
分
団
）

内
田
　
正
樹
（
祝
分
団
）

大
澤
　
健
一
（
東
雲
分
団
）

丹
澤
　
好
紀
（
東
雲
分
団
）

坂
本
　
敏
夫
（
東
雲
分
団
）

野
川
　
幸
裕
（
菱
山
分
団
）

武
藤
　
嘉
夫
（
菱
山
分
団
）

古
屋
　
憲
志
（
大
和
分
団
）

古
屋
　
和
彦
（
大
和
分
団
）

佐
藤
　
武
雄
（
大
和
分
団
）

山
梨
県
消
防
協
会

東
山
梨
支
部
長
表
彰

◆
功
労
表
彰

中
村
　
憲
史
（
塩
山
分
団
）

八
巻
　
　
哲
（
塩
山
分
団
）

塩
澤
　
　
正
（
奥
野
田
分
団
）

手
塚
　
達
也
（
松
里
分
団
）

竹
井
　
克
弥
（
松
里
分
団
）

日
原
　
広
樹
（
松
里
分
団
）

反
田
　
正
和
（
玉
宮
分
団
）

廣
瀬
　
悦
良
（
大
藤
分
団
）

三
森
　
達
也
（
大
藤
分
団
）

上
野
　
智
弘
（
神
金
分
団
）

志
村
　
　
勝
（
神
金
分
団
）

北
條
　
賢
一
（
勝
沼
分
団
）

宮
野
　
淳
一
（
勝
沼
分
団
）

澤
田
　
広
志
（
祝
分
団
）

小
川
　
裕
一
（
祝
分
団
）

相
原
　
　
誠
（
東
雲
分
団
）

三
澤
　
利
生
（
東
雲
分
団
）

佐
藤
　
秀
樹
（
菱
山
分
団
）

岡
部
　
秀
樹
（
菱
山
分
団
）

木
下
　
清
都
（
大
和
分
団
）

三
枝
　
敬
和
（
大
和
分
団
）

◆
優
良
部

塩
山
分
団
第
１
部
、
奥
野
田
分

団
第
３
部
、
松
里
分
団
第
４
部

玉
宮
分
団
第
１
部
、
大
藤
分
団

第
１
部
、
神
金
分
団
第
７
部
、

勝
沼
分
団
第
１
部
、
祝
分
団
第

甲
州
市
消
防
団
は
１
月
９
日
、

塩
山
中
学
校
校
庭
で
出
初
式
を
行

い
ま
し
た
。
日
頃
か
ら
地
域
の
消

防
、
防
火
活
動
に
貢
献
し
て
い
る

方
々
に
、
山
梨
県
消
防
協
会
長
な

ど
か
ら
表
彰
状
、
感
謝
状
が
贈
ら

れ
ま
し
た
。
な
お
、
受
賞
さ
れ
た

皆
さ
ん
は
次
の
と
お
り
で
す
。

(

順
不
同
・
敬
称
略)

甲州市消防団

出初式
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３
・
４
部
、
東
雲
分
団
第
４
部

菱
山
分
団
第
１
部
、
大
和
分
団

第
３
部

◆
優
良
団
員

武
井
　
利
晃
（
塩
山
分
団
）

芦
澤
　
伸
幸
（
塩
山
分
団
）

雨
宮
　
洋
一
（
塩
山
分
団
）

佐
野
　
洋
一
（
奥
野
田
分
団
）

保
坂
　
直
樹
（
奥
野
田
分
団
）

小
林
　
　
弘
（
松
里
分
団
）

田
草
川
　
潤
（
松
里
分
団
）

渡
邉
　
健
太
（
松
里
分
団
）

山
本
　
昭
仁
（
松
里
分
団
）

向
山
　
　
敏
（
玉
宮
分
団
）

吉
田
　
幸
長
（
玉
宮
分
団
）

田
中
　
俊
也
（
大
藤
分
団
）

柏
原
　
　
功
（
大
藤
分
団
）

平
田
　
一
弘
（
大
藤
分
団
）

小
野
　
健
児
（
神
金
分
団
）

古
川
　
浩
幸
（
神
金
分
団
）

矢
﨑
　
　
斉
（
神
金
分
団
）

岡
　
　
敏
郎
（
神
金
分
団
）

平
山
　
安
仁
（
勝
沼
分
団
）

藤
田
　
浩
治
（
勝
沼
分
団
）

原
　
　
伸
吾
（
勝
沼
分
団
）

池
水
　
賢
司
（
勝
沼
分
団
）

若
林
　
一
人
（
祝
分
団
）

雨
宮
　
　
久
（
祝
分
団
）

甘
利
　
公
男
（
東
雲
分
団
）

三
科
　
裕
二
（
東
雲
分
団
）

森
井
　
義
信
（
東
雲
分
団
）

三
森
　
和
宏
（
菱
山
分
団
）

古
屋
　
英
章
（
菱
山
分
団
）

荻
原
　
正
人
（
大
和
分
団
）

手
塚
　
浩
司
（
大
和
分
団
）

山
﨑
　
　
昇
（
大
和
分
団
）

東
山
梨
消
防
本
部
消
防
長
表
彰

◆
功
労
章

吉
田
　
哲
也
（
塩
山
分
団
）

大
森
　
忠
昭
（
奥
野
田
分
団
）

金
丸
　
裕
之
（
松
里
分
団
）

古
屋
二
三
夫
（
大
藤
分
団
）

新
田
　
哲
也
（
神
金
分
団
）

甲
州
市
長
表
彰

◆
功
労
章

井
上
　
拡
樹
（
塩
山
分
団
）

雨
宮
　
元
樹
（
塩
山
分
団
）

風
間
　
秀
明
（
奥
野
田
分
団
）

的
場
　
　
淳
（
奥
野
田
分
団
）

廣
瀬
　
公
基
（
松
里
分
団
）

清
雲
　
俊
雄
（
松
里
分
団
）

坂
本
　
　
学
（
玉
宮
分
団
）

深
澤
　
忠
昭
（
玉
宮
分
団
）

田
中
　
寿
昭
（
大
藤
分
団
）

古
屋
　
豪
一
（
大
藤
分
団
）

手
塚
　
茂
仁
（
神
金
分
団
）

田
邉
　
桂
太
（
神
金
分
団
）

丸
山
　
浩
一
（
勝
沼
分
団
）

雨
宮
　
一
樹
（
勝
沼
分
団
）

金
井
　
貴
史
（
祝
分
団
）

小
林
　
一
馬
（
祝
分
団
）

小
菅
　
正
博
（
東
雲
分
団
）

大
木
　
寛
人
（
東
雲
分
団
）

深
澤
　
明
彦
（
菱
山
分
団
）

古
屋
　
賢
治
（
菱
山
分
団
）

有
賀
　
　
修
（
大
和
分
団
）

芦
澤
　
章
浩
（
大
和
分
団
）

甲
州
市
消
防
団
長
表
彰

◆
功
労
章

成
島
　
大
樹
（
塩
山
分
団
）

中
村
　
研
介
（
塩
山
分
団
）

廣
瀬
　
敦
史
（
塩
山
分
団
）

小
池
　
寿
幸
（
塩
山
分
団
）

安
原
　
健
博
（
塩
山
分
団
）

姉
川
　
和
徳
（
塩
山
分
団
）

山
本
　
和
宏
（
奥
野
田
分
団
）

武
井
　
勇
太
（
奥
野
田
分
団
）

澤
登
　
謙
一
（
奥
野
田
分
団
）

河
野
　
　
隆
（
奥
野
田
分
団
）

荻
原
　
純
一
（
奥
野
田
分
団
）

桐
原
　
正
啓
（
奥
野
田
分
団
）

村
田
　
　
光
（
松
里
分
団
）

高
石
　
誠
治
（
松
里
分
団
）

町
田
　
真
一
（
松
里
分
団
）

風
間
　
由
貴
（
松
里
分
団
）

田
村
　
　
潤
（
玉
宮
分
団
）

藤
原
　
寿
政
（
玉
宮
分
団
）

奥
山
　
寿
夫
（
玉
宮
分
団
）

丸
田
　
充
宏
（
神
金
分
団
）

松
山
　
典
嗣
（
神
金
分
団
）

徳
良
　
昭
人
（
神
金
分
団
）

玉
川
　
裕
幸
（
神
金
分
団
）

雨
宮
　
陽
介
（
神
金
分
団
）

矢
崎
　
雄
一
（
神
金
分
団
）

田
邉
　
信
次
（
神
金
分
団
）

海
沼
　
正
教
（
勝
沼
分
団
）

古
屋
　
寿
彦
（
勝
沼
分
団
）

西
海
　
達
彦
（
勝
沼
分
団
）

古
屋
　
陽
明
（
勝
沼
分
団
）

大
島
　
達
也
（
勝
沼
分
団
）

古
屋
　
大
輔
（
勝
沼
分
団
）

久
保
田
雅
史
（
勝
沼
分
団
）

丸
山
　
祐
司
（
勝
沼
分
団
）

土
屋
　
憲
彦
（
勝
沼
分
団
）

大
竹
　
　
宏
（
勝
沼
分
団
）

飯
島
　
孝
也
（
祝
分
団
）

鈴
木
　
大
三
（
祝
分
団
）

石
原
　
淳
一
（
祝
分
団
）

黄
金
井
　
崇
（
東
雲
分
団
）

大
村
　
太
一
（
東
雲
分
団
）

佐
野
　
真
吉
（
東
雲
分
団
）

武
井
　
教
幸
（
東
雲
分
団
）

佐
野
　
剛
彦
（
東
雲
分
団
）

小
越
　
　
治
（
東
雲
分
団
）

三
澤
　
　
敦
（
東
雲
分
団
）

西
矢
　
智
一
（
菱
山
分
団
）

手
塚
　
雅
也
（
大
和
分
団
）

佐
藤
　
宏
樹
（
大
和
分
団
）

平
山
　
春
樹
（
大
和
分
団
）

◆
無
火
災
分
団
・
部

塩
山
分
団
第
３
部
、
塩
山
分
団
第

５
部
、
奥
野
田
分
団
、
玉
宮
分
団

大
藤
分
団
、
神
金
分
団
、
勝
沼
分

団
、
祝
分
団
、
東
雲
分
団
、
菱
山

分
団
、
大
和
分
団

服装・機械器具点検

自分たちで地域を守ろう！

甲州市消防団は
団員を募集しています
甲州市消防団は、地域の安全と安心を守るた

め、団員を募集しています。
■資　　格　市内在住で１８歳以上の方

※男女問いません。
■活動内容　消火・災害活動

防火啓発活動
救助訓練など

◆お問い合わせ先
総務課  行政危機管理担当  ☎３２‐２１１１
若しくは、最寄りの消防団へお問い合わせく

ださい。

7 広報こうしゅう



関連イベント
第６回ひな飾りと
春の宴邦楽コンサート

■日時　3月12日（土）午後６時～

■会場　甘草屋敷　　■入場料　無料

第１回クラッシックコンサート
弦楽４重奏（バイオリン、チェロ他）と声楽

■日時　3月26日（土）午後６時～

■会場　甘草屋敷　　■入場料　無料

甲州市 インフォメーション
4月02日（土）ＪＲ東日本 駅からハイキング

4月09日（土）第41回信玄公祭り

甲州軍団出陣

4月12日（火）信玄公忌（恵林寺）

4月18日（月）秋葉神社例祭（向嶽寺）

武
田
信
玄
公
宝
物
館

２月11日(祝）～４月18日(月)

第９回甲州市えんざん桃源郷

ひな飾りと
桃の花まつり

ひな飾り展示会場
重要文化財
旧高野家住宅「甘草屋敷」

■時　間　午前９時～午後４時３０分（期間中無休)
■入館料　大人　３００円　　小人　２００円

※２０名以上の団体割引有り

恵林寺「武田信玄公宝物館｣（恵林寺境内）

■時　間　午前９時～午後４時３０分
（４月を除き木曜日は休館日）

■入館料　大人　５００円　　小人　１００円
※２０名以上の団体割引有り

協賛展示会場

①ドライブイン「信玄館」　　②滝本院

③ＪＲ東日本「塩山駅」　　　④勝沼ぶどうの丘

⑤道の駅「甲斐大和」

つるし飾りづくり体験教室
■時　間

期間中毎週土曜日

午前１０時～午後３時

■場　所

甘草屋敷内特設会場

●平沢「ザゼン草」

２月下旬～３月下旬

●慈雲寺「イトザクラ」

４月上旬

●えんざん桃源郷

４月上旬～下旬

●雲峰寺「峰のサクラ」　

４月中旬

◆お問い合わせ先
観光交流課　交流担当

☎３２‐５０９１

甘
草
屋
敷

8平成23年2月



市では、平成１８年度からの５ヵ年計画で第一次
行政改革を推進してきましたが、平成22年度末で終
了することから、第二次の行政改革大綱の策定を進
めています。

この度、素案を取りまとめましたので、広く皆さ
んからご意見を募集します。 
■募集期間　２月18日（金）まで
■計画（案）の閲覧及び入手方法
①市のホームページ
②閲覧場所
・市役所本庁舎市民ロビー書架及び政策秘書課
・勝沼地域総合局　地域振興課
・大和地域総合局　地域振興課
・勝沼図書館　　　・塩山図書館　　・大和図書館
■意見提出の対象となる方
①市内に住所のある方
②市内に通勤・通学している方
③市内で事業、または活動を行う法人・団体
④市に対して納税義務がある方、法人・団体
⑤ふるさと納税（寄附）をなさっている方
⑥前項①～④に掲げるものほか、計画に関し具体的
な利害関係のある方、法人・団体
■意見の提出方法

意見は任意の様式に、住所、氏名、連絡先の電話
番号を記入し、郵便、ＦＡＸ、電子メール、または

持参のいずれかの方法で提出してください。なお、
電話でのご意見はお受けいたしかねます。
■意見の提出先
・郵便の場合

〒４０４‐８５０１（住所記載不要）
甲州市役所　政策秘書課　政策調整担当　

・ＦＡＸの場合（送信先　甲州市役所）
FAX０５５３‐３２‐１８１８

・メールの場合
アドレス　info@city.koshu.yamanashi.jp

・持参の場合
提出先　政策秘書課（本庁舎２階）

勝沼地域総合局　地域振興課　
大和地域総合局　地域振興課

■意見の公表等
・提出された意見については、第二次大綱策定の参
考資料とさせていただき、内容を簡略にまとめ、市
の考え方を付してホームページで公表させていただ
きます。
・氏名、住所等個人に関する情報は公表いたしませ
ん。また、他の目的で使用することはありません。
・ご意見に対する個別の回答はいたしません。

◆お問い合わせ先　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
政策秘書課　政策・調整担当 ☎３２‐５０６４

市
役
所
の
事
務
や
事
業
、
組
織
を
見
直
し
、
効
率
的
か
つ
効

果
的
な
行
政
運
営
の
た
め
の
基
本
的
な
考
え
方
や
方
針
を
明
記

し
た
も
の
で
す
。

ま
た
、
第
二
次
行
政
改
革
大
綱
で
は
、
行
政
改
革
を
進
め
て

い
く
う
え
で
の
基
本
的
な
視
点
と
姿
勢
を
次
の
４
点
と
し
て
い

ま
す
。

①
市
民
の
納
得
度
が
高
ま
る
行
政
改
革

コ
ス
ト
削
減
を
目
指
す
「
量
の
改
革
」
か
ら
、
行
政
サ
ー
ビ

ス
の
向
上
と
市
民
の
納
得
度
を
高
め
る
「
質
の
改
革
」
へ
転
換

を
図
り
ま
す
。

②
経
営
の
視
点
に
立
つ
、
質
の
高
い
行
政
経
営

市
民
生
活
に
必
要
不
可
欠
な
基
本
的
サ
ー
ビ
ス
や
採
算
性
の

問
題
で
、
民
間
が
行
わ
な
い
部
門
以
外
の
業
務
に
つ
い
て
は
、

効
率
的
か
つ
効
果
的
な
行
政
経
営
の
実
行
を
目
指
し
ま
す
。

③
職
員
の
意
識
改
革

職
員
が
効
果
的
な
業
務
を
進
め
ら
れ
る
よ
う
、
コ
ス
ト
意
識

や
民
間
の
経
営
感
覚
を
持
つ
な
ど
職
員
の
意
識
改
革
を
図
り
ま

す
。

④
市
民
と
の
連
携
、
協
働
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り

甲
州
市
の
行
政
計
画
の
目
標
に
あ
る
「
市
民
協
働
」
に
基
づ

き
、
個
人
で
で
き
る
こ
と
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
や
地
域
で
支
援
し
て
も
ら

え
る
こ
と
、
行
政
で
な
け
れ
ば
で
き
な
い
こ
と
の
分
類
を
は
っ

き
り
し
、
市
民
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
、
企
業
、
団
体
等
に
も
公
共
的
サ
ー

ビ
ス
に
関
わ
っ
て
も
ら
う
よ
う
に
取
り
組
み
ま
す
。

行
政
改
革
大
綱

と
は
な
ん
で
す
か
？
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■主催　甲州市・甲州市男女共同参画推進委員会
■共催　甲州市市民協働に関する指針策定委員会

甲州市女性団体連絡協議会

◆お問い合わせ先
市民生活課　市民協働推進室
☎３２‐２１１１（内線１０７）

講演会
午後１時４０分～３時４０分

セーラ・マリ・カミングスさん
（株）桝一市村酒造場取締役

女性の視点を生かしたまちづくり
～小布施の取り組みから～

長野県小布施町。栗の名産地以外知らされ
ていなかったこの町が、日本の伝統的な景観
を残す文化の町として生まれ変わり、今では
年間１２０万人もの観光客が訪れています。
それを仕掛けた一人、セーラさんの前例や常
識にとらわれない発想・創造性とは、まちづ
くりのために必要なことは何か。「日経ウー
マン誌」が選ぶ「ウーマン・オブ・ザ・イヤ
ー２００２」大賞を受賞したセーラ・マリ・
カミングスさんが、ユーモアを交えてお話い
ただきます。

午前１１時３０分～午後１時４０分　

○古衣料、古切手、テレホンカードの収集
（会場入口）

福祉施設に寄付をします。
収集にご協力ください。

○男女共同参画推進委員の活動パネル展示

○NPO・団体・グループの活動紹介
（ロビー）

参加団体募集中

午後１時～１時２０分　（２階会議室）
○セレモニー

午後１時２０分～１時４０分　
○男女共同参画推進委員会の活動紹介

○寸劇　劇団かえ～る座
「女性にだってできるさ」

３歳から就学前ま
での託児サービス
を行います。

※要予約
２月１８日（金）
締め切り！

講演会終了後
２００名様に
お花をプレゼ
ント！

第５回

男女
みんな

で環
わ

になり笑顔のフォーラム
～市民と行政の協働のまちづくりを進めよう～

2月26日 (土）

午前１１時３０分～午後４時

甲州市民文化会館

地域を元気にしていくためには、一人ひとりの個性や
能力が発揮され、市民と行政の協働によるまちづくり
を進めていく必要があります。どうしたらよいのか考
えるきっかけとしてフォーラムを開催します。

か
え
～
ら

か
え
～
る

男女共同参画推進キャラクターのかえ～る

とかえ～らです。『かえ～るこうしゅう』

を合言葉にみんなと一緒に頑張ります。

10平成23年2月
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甲州市生涯学習市民協議会は１月５日、甘草
屋敷で新春かるた大会を開催しました。昨年を
上回る１００名以上の子ども達は、かるた取り
のほか、コマ回しや羽根つき、けん玉、竹馬な
ど、日本伝統の正月遊びを存分に楽しんでいま
した。

「おもしろ～い」と正月遊びを楽しむ皆さん

甲州市教育委員会は１月１０日、甘草屋敷で
文字経典作者である李清和（リー・チンホウ）
氏を招き、中国国宝「書法文墨」を披露会を開
催しました。見物者からは美しく生き生きと表
現する李氏の書法に「力強さと優しさを感じる」
と感動していました。

李氏の書法を見つめる皆さん

中国国宝「書法文墨」

甲州市成人式が１月９日に市民文化会館で開
かれ、３８２名の新成人が大人への第一歩を踏
み出す門出を迎えました。式典では新成人の代
表が「誓いのことば」を発表したほか、「自分
の夢にむかい強い意志を持って行動してほし
い」と田辺市長の挨拶ほか、多くの祝福と激励
の言葉が贈られ、式典終了後には、鮮やかな振
り袖や袴姿やスーツ姿での友人や小中学校の恩
師との久しぶりの再会に「なつかしいね」と、
キラキラと輝く笑顔で思い出話しに花を咲かせ
ていました。

３８２名が新成人
平成23年甲州市成人式

正月遊びを体験

４月１日から
本庁舎、勝沼地域総合局、大和地域総合局・・

市役所の閉庁時刻が５時１５分となります。
４月１日から、甲州市役所本庁舎と勝沼、大和地域総合局などの閉庁

時刻が午後５時３０分から午後５時１５分に変更となります。
これは、人事院勧告等により、１日の勤務時間が７時間４５分になる

ことによるものです。既に、国や県においては、勤務時間が変更となっ
ていますので、甲州市においても変更し、本庁舎などの閉庁時刻が午後
５時１５分となります。ご理解とご協力をお願いします。なお、各種窓
口、施設などの変更については、広報３月号でお知らせします。

成人者を代表してお礼
の言葉を語る中村さん

12平成23年2月



市内各地域は１月１４日を中心に小正月行事が行われま
した。「ど～ん、ど～ん焼き」「き～かんじ、きっかんじ」
と地域によって呼び方や掛け声は違いますが、小正月の地
域文化は毎年受け継がれ、子どもからお年寄りまで、１年
間の無病息災や家内安全を祈願していました。
写真：上萩原区仲子沢「きっかんじ」（右上）

田野十二神楽（右下）一之瀬高橋「春駒」(左下）

家内安全、無病息災

小正月行事各地で開催

勝
沼
町
等
々
力
の
老
人
ク
ラ
ブ
「
等
々
力

福
寿
会
」
は
、
地
域
の
神
社
仏
閣
や
祭
り
ご

と
を
ま
と
め
た
冊
子
「
と
ど
ろ
き
今
昔
物
語
」

を
作
成
し
ま
し
た
。

こ
の
冊
子
は
、
す
べ
て
が
手
作
り
で
す
。

時
代
に
よ
り
地
域
や
生
活
も
変
わ
る
中
、
会

員
み
ん
な
が
実
際
に
地
域
を
歩
き
、
詳
し
い

資
料
に
つ
い
て
は
県
や
市
の
図
書
館
で
集

め
、
「
等
々
力
地
区
の
歴
史
文
化
を
後
世
に

伝
え
た
い
」
と
い
う
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
込
め
て

冊
子
作
り
に
励
み
ま
し
た
。

昭
和
９
年
当
時
の
等
々
力
諏
訪
神
社
で
行

わ
れ
た
等
々
力
消
防
団
ガ
ソ
リ
ン
ポ
ン
プ
新

調
披
露
記
念
の
写
真
な
ど
１
９
２
ペ
ー
ジ
の

冊
子
は
、
等
々
力
の
生
活
文
化
の
今
昔
が
つ

づ
ら
れ
て
い
ま
す
。

「
家
族
や
友
人
と
一
緒
に
読
ん
で
も
ら
い
、

実
際
に
地
域
を
歩
き
、
知
っ
て
、
学
ん
で
ほ

し
い
」
と
話
す
早
川
会
長
は
、
等
々
力
全
世

帯
に
『
と
ど
ろ
き
今
昔
物
語
』
を
配
布
す
る

こ
と
で
、
も
っ
と
等
々
力
の
こ
と
を
好
き
に

な
っ
て
ほ
し
い
と
願
っ
て
い
ま
し
た
。

等
々
力
老
人
ク
ラ
ブ
「
等
々
力
福
寿
会
」

と
ど
ろ
き
今
昔
物
語
を
制
作

地
域
を
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ

手作りの冊子「とどろき今昔物語」
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申告書はご自分で書いて提出はお早めに
平成２２年分の申告の相談、申告書の提出及び納付は・・・

■所得税■　2月16日（水）～ 3月15日（火）

※還付申告の方は、１月４日（火）から申告書を提出することができます。

■贈与税■　2月 1日（火）～ 3月15日（火）

■個人事業者の消費税・地方消費税■

3月31日（木）まで

※土・日曜及び祝日を除きますが、申告書はｅ‐Ｔ

ａｘや郵便又は信書便による送付、税務署の時間外

文書収受箱に投函することで提出できます。なお、

２月２０日（日）２月２７日（日）に限り、甲府税

務署で電話相談のみをお受けします。

◆お問い合わせ先

甲府税務署

☎０５５‐２３３‐３１１１（代表）

山
梨
税
務
署
か
ら
の
お
知
ら
せ

申
告
は
正
し
く

納
税
は
期
限
内
に
！

◎
申
告
書
の
作
成
は
ご
自
身
で
◎

確
定
申
告
期
間
中
、
確
定
申
告
書
作
成
会
場
は
大
変
混
み

合
い
ま
す
。
確
定
申
告
書
は
「
所
得
税
の
確
定
申
告
の
手
引

き
」
な
ど
を
参
考
に
し
て
、
ご
自
身
で
作
成
し
、
お
早
め
に

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、
確
定
申
告
書
を
手
書
き
で
作

成
さ
れ
る
場
合
は
、
枠
内
に
丁
寧
に
記
載
し
て
い
た
だ
く
と

と
も
に
、
集
計
・
計
算
誤
り
が
な
い
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

※ 電子証明書の有効期間は発効日から３年間です。既に「e-Tax」をご利用され
ている方で、取得後３年が経過する、あるいはした方におかれましては、各市役
所（住民登録係）において更新手続きが必要となります。

詳しくは国税庁ホームページまたはｅ－Ｔａｘホームページをご覧ください。
国税庁ホームページアドレス　　　http://www.nta.go.jp
ｅ－Ｔａｘホームページアドレス　http://www.e-tax.nta.go.jp
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informationinformationinformationinformationinformation
ご
利
用
の
際
に
は
、
税
務
署
か
ら
送
ら

れ
た
申
告
書
や
収
支
内
訳
書
の
ほ
か
、
前

年
申
告
し
た
控
、
源
泉
徴
収
票
、
各
種
控

除
の
証
明
書
、
印
鑑
な
ど
を
忘
れ
ず
に
お

持
ち
く
だ
さ
い
。

年
金
を
受
給
さ
れ
て
い
る
方
へ
の

申
告
指
導
相
談
会

■
日
　
時

２
月
２
日
（
水
）

午
前
の
部
　
午
前
10
時
～
正
午

受
付
け
は
午
前
11
時
30
分
ま
で

午
後
の
部
　
午
後
１
時
～
午
後
４
時

受
付
け
は
午
後
３
時
30
分
ま
で

■
場
　
所

甲
州
市
民
文
化
会
館
　
２
階
　
大
会
議
室

■
相
談
内
容

確
定
申
告
書
の
作
成
方
法
等
の
不
明
な

点
を
税
理
士
が
お
答
え
し
ま
す
。

■
そ
の
他

相
談
会
場
で
は
、
先
着
順
に
ご
案
内
い

た
し
ま
す
の
で
、
混
雑
し
て
い
る
場
合
は

相
談
会
場
で
お
待
ち
い
た
だ
く
こ
と
が
あ

り
ま
す
。

午
前
中
は
大
変
混
雑
す
る
こ
と
が
予
想

さ
れ
ま
す
の
で
、
午
後
か
ら
の
ご
利
用
を

お
勧
め
し
ま
す
。

正
午
か
ら
午
後
１
時
の
間
は
、
指
導
員

の
昼
休
み
時
間
の
た
め
、
申
告
書
の
作
成

指
導
等
は
行
い
ま
せ
ん
の
で
、
あ
ら
か
じ

め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

事
業
・
農
業
所
得
及
び
土
地
・
建
物
・

株
式
な
ど
の
譲
渡
所
得
の
あ
る
方
を
除
き

ま
す
。

税
理
士
会
に
よ
る
小
規
模
納
税
者

の
方
な
ど
の
た
め
の
無
料
申
告
相

談
会

■
日
　
時

２
月
21
日
（
月
）、
22
日
（
火
）

午
前
の
部
　
午
前
10
時
～
正
午

受
付
け
は
午
前
11
時
30
分
ま
で

午
後
の
部
　
午
後
１
時
～
午
後
４
時

受
付
け
は
午
後
３
時
30
分
ま
で

■
場
　
所

甲
州
市
役
所
　
２
階
　
第
１
会
議
室

■
対
　
象

小
規
模
納
税
者
の
方
の
所
得
税
及
び
消

費
税
、
年
金
受
給
者
及
び
給
与
所
得
者
の

方
の
所
得
税
の
申
告
を
対
象
（
土
地
・
建

物
・
株
式
な
ど
の
譲
渡
所
得
の
あ
る
方
を

除
き
ま
す
。）
と
し
て
お
り
ま
す
。

税
理
士
会
が
行
う
年
金
及
び
医
療

費
還
付
申
告
広
域
相
談

■
日
　
時

２
月
９
日
（
水
）、
10
日
（
木
）

午
前
10
時
～
午
後
４
時

■
場
　
所

甲
府
市
総
合
市
民
会
館

１
階

多
目
的
室

甲
府
市
青
沼
３
‐
５
‐
４
４

税
理
士
会
が
行
う
年
金
受
給
者
及

び
給
与
所
得
者
に
対
す
る
無
料
申

告
相
談
会

■
日
　
時

２
月
23
日
（
水
）
午
前
10
時
～
午
後
４
時

■
場
　
所

山
梨
県
立
男
女
共
同
参
画
推
進
セ
ン
タ
ー

甲
府
市
朝
気
１
‐
２
‐
２

■
そ
の
他

い
ず
れ
も
、
相
談
の
受
付
終
了
は
、
相

談
時
間
の
終
了
30
分
前
で
す
。
混
雑
状
況

に
よ
り
、
早
め
に
締
め
切
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
。

譲
渡
所
得
の
あ
る
方
及
び
税
理
士
に
依

頼
し
て
い
る
方
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。

◆
各
種
相
談
会
の
お
問
い
合
わ
せ
先

山
梨
税
務
署
　
☎
22
‐
１
４
１
１

山
梨
税
務
署

指
導
・
相
談
会
の
お
知
ら
せ

所得税の納税証明書の請求

平成２２年分の納税証明書（その2・・所得金
額用）の交付は、提出された申告書をもとに発行
します。早急に必要な方は、申告書提出の時に、
納税証明書の交付を希望することをお申し出くだ
さい。申告書を提出してしまった後で、納税証明
書を申請された場合、交付までに相当な期間（交
付見込み時期、平成２３年４月中旬頃）を要しま
すのでご注意ください。
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informationinformationinformationinformationinformation
平
成
22
年
４
月
よ
り
、
解
雇
や
倒
産
な

ど
で
離
職
さ
れ
た
方
（
非
自
発
的
失
業
者
）

の
国
民
健
康
保
険
税
お
よ
び
高
額
療
養
費

の
自
己
負
担
限
度
額
を
申
告
に
よ
り
軽
減

し
ま
す
。

■
対
象
と
な
る
方

次
の
条
件
に
、
す
べ
て
該
当
す
る
方
が

対
象
と
な
り
ま
す
。

・
平
成
21
年
３
月
31
日
以
降
に
離
職
し
た
方

・
離
職
日
の
時
点
で
65
歳
未
満
の
方

・
雇
用
保
険
の
特
定
受
給
資
格
者
（
倒
産
、

解
雇
な
ど
に
よ
る
離
職
）
ま
た
は
、
特
定

理
由
離
職
者
（
雇
い
止
め
な
ど
に
よ
る
離

職
）
の
方

■
軽
減
対
象
期
間

離
職
日
の
翌
日
の
属
す
る
月
か
ら
、
そ

の
月
の
属
す
る
年
度
の
翌
年
度
末
ま
で
と

な
り
ま
す
。

軽
減
期
間
内
に
勤
務
先
の
健
康
保
険
に

加
入
す
る
な
ど
、
国
民
健
康
保
険
を
脱
退

し
た
と
き
は
そ
の
時
点
で
終
了
し
ま
す
。

（
軽
減
対
象
期
間
中
に
再
離
職
な
ど
に
よ
り

再
度
国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
た
場
合
、

新
た
に
雇
用
保
険
の
受
給
資
格
が
生
じ
て

い
な
け
れ
ば
、
再
度
届
出
を
し
て
い
た
だ

く
こ
と
に
よ
り
残
っ
て
い
る
期
間
は
軽
減

の
対
象
と
な
り
ま
す
。）

■
軽
減
制
度
の
内
容

国
民
健
康
保
険
税
の
算
定
お
よ
び
高
額

療
養
費
の
所
得
区
分
の
判
定
で
、
対
象
者

の
前
年
の
給
与
所
得
を
１
０
０
分
の
３
０

と
し
て
算
定
し
ま
す
。

■
申
請
に
必
要
な
も
の

・
国
民
健
康
保
険
税
軽
減
申
請
書

・
印
鑑
　
・
雇
用
保
険
受
給
資
格
者
証

・
資
格
喪
失
証
明
書
等
（
新
た
に
国
民
健

康
保
険
に
加
入
さ
れ
る
方
の
み
）

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

税
務
課
　
市
民
税
担
当

☎
０
５
５
３
‐
32
‐
２
１
１
１

（
内
線
１
８
４
～
１
８
６
）

確
定
申
告
に
お
い
て
、
平
成
22
年
中
に

納
め
た
国
民
健
康
保
険
税
・
後
期
高
齢
者

（
長
寿
）
医
療
保
険
料
・
介
護
保
険
料
・
国

民
年
金
保
険
料
等
の
支
払
額
を
社
会
保
険

料
控
除
と
し
て
申
告
す
る
こ
と
が
出
来
ま

す
。社

会
保
険
料
控
除
を
適
用
す
る
に
は
、

年
間
支
払
額
を
把
握
す
る
必
要
が
あ
り
ま

す
の
で
、
領
収
書
・
源
泉
徴
収
票
等
（
※

資
料
）
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
年

金
支
払
額
に
関
し
て
は
、
控
除
証
明
書
等

の
添
付
が
必
要
と
な
り
ま
す
の
で
、
申
告

の
際
に
は
原
本
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。（
給

与
所
得
者
が
、
す
で
に
年
末
調
整
で
こ
の

控
除
を
受
け
て
い
る
場
合
は
、
添
付
は
不

要
で
す
）

な
お
、
領
収
書
等
が
手
元
に
無
く
、
支

払
額
が
分
か
ら
な
い
と
い
う
場
合
に
つ
い

て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
お
問
い
合
わ
せ
先
に

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

■
国
民
健
康
保
険
税
の
支
払
額
に
つ
い
て

収
納
課

☎
32
‐
２
１
１
１
（
内
線
１
７
４)

■
後
期
高
齢
者
（
長
寿
）
医
療
保
険
料
の

支
払
額
に
つ
い
て

健
康
増
進
課
　
国
保
・
年
金
担
当

☎
32
‐
２
１
１
１
（
内
線
１
１
４
）

■
介
護
保
険
料
の
支
払
額
に
つ
い
て

福
祉
介
護
課
　
介
護
保
険
担
当

☎
32
‐
２
１
１
１

（
内
線
１
４
２
、
１
４
３
）

※
お
問
い
合
わ
せ
に
つ
い
て
は
、
平
日
の

午
前
８
時
30
分
か
ら
午
後
５
時
30
分
ま
で

と
な
り
ま
す
。

■
国
民
年
金
の
支
払
額
に
つ
い
て

日
本
年
金
機
構

「
控
除
証
明
書
専
用
ダ
イ
ヤ
ル
」
　

☎
０
５
７
０
‐
０
７
０
‐
１
１
７

☎
０
３
‐
６
７
０
０
‐
１
１
３
０

（
Ｉ
Ｐ
電
話
等
専
用
）

・
開
設
期
間
　
３
月
15
日
（
火
）
ま
で

※
お
問
い
合
わ
せ
に
つ
い
て
は
、
平
日
の

午
前
８
時
30
分
か
ら
午
後
５
時
15
分
ま
で

と
な
り
ま
す
。（
月
曜
日
の
み
午
後
７
時
ま

で
、
第
二
土
曜
日
の
み
午
前
９
時
30
分
～

午
後
４
時
ま
で
）

※
証
明
書
再
発
行
に
は
概
ね
１
週
間
程
度

か
か
り
ま
す
。

■
確
定
申
告
に
つ
い
て

山
梨
税
務
署
　
☎
22
‐
１
４
１
１

※
お
問
い
合
わ
せ
に
つ
い
て
は
、
平
日
の

午
前
８
時
30
分
か
ら
午
後
５
時
ま
で
と
な

り
ま
す
。

■
市
県
民
税
の
申
告
に
つ
い
て

税
務
課
　
市
民
税
担
当

☎
32
‐
５
０
６
９

非
自
発
的
失
業
者
に
係
る
国
民
健

康
保
険
税
軽
減
制
度
に
つ
い
て

所
得
税
の
確
定
申
告
に
必
要
な
国

民
健
康
保
険
税
、
介
護
保
険
料
な

ど
の
支
払
額
に
つ
い
て

⬅

年金から特別徴収（引き落とし）されている方は、
公的年金の源泉徴収票のこちらの欄で年間支払額
をご確認いただけます。

※資料

16平成23年2月



informationinformationinformationinformationinformation
学校支援講師募集

平成23年度
甲州市子ども支援スタッフ
市では、特別支援教育の充実強化を図り、発達が気

がかりな子どもの支援を行っております。
平成２３年度は、これまで以上に充実した教育環境

の整備を図るため、次のとおり子ども支援スタッフを
募集します。
■採用人員　学習支援講師　　　若干名
■採用期間　４月から１年間
■採用要件　教員免許取得者
■職務内容　学習活動のサポート
※１週間の勤務時間２０時間・年間３５週
■応募受付期間

２月１日（火）～１０日（木）※土・日を除く
※面接日は追って応募者へ連絡します。
■受付場所

甲州市教育委員会　教育総務課（本庁舎２階）　
■応募方法

教育総務課の窓口に履歴書１通（写真添付）・教員
免許の写しを持参してください。
◆お問い合わせ先

甲州市教育委員会　教育総務課　☎３２‐１４１２

非常勤看護師募集

甲州市
訪問看護ステーション
子育てしながら、１週間に数日。１日３時間程度の

勤務からでも可能です。あなたの資格を活かしていっ
しょに働いてみませんか。
■採用人員

看護師・介護支援専門員の有資格者　　若干名
■応募受付

２月１日（火）～１４日（月）
■応募方法

履歴書１通（写真添付）・看護師免許の写しを持参
してください。※面接日は追って連絡します。
◆お問い合わせ先

甲州市訪問看護ステーション　☎２０‐６０１１

総
務
省
で
は
、
経
済
的
な
理
由
で
地
上

デ
ジ
タ
ル
放
送
を
ま
だ
視
聴
で
き
な
い
低

所
得
の
世
帯
に
対
し
て
、
支
援
を
行
っ
て

い
ま
す
。
対
象
と
な
る
世
帯
や
支
援
内
容

は
次
の
と
お
り
で
す
。

Ｎ
Ｈ
Ｋ
放
送
受
信
料
が
全
額
免
除
と
な
っ

て
い
る
世
帯
へ
の
支
援

■
支
援
の
対
象

ま
だ
地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
に
対
応
で
き

ず
、
①
生
活
保
護
な
ど
の
公
的
扶
助
を
受

け
て
い
る
世
帯
、
②
障
が
い
者
が
い
る
世

帯
で
、
世
帯
全
員
が
市
町
村
民
税
非
課
税

の
世
帯
、
③
社
会
福
祉
施
設
に
入
所
し
て

い
る
世
帯
の
い
ず
れ
か
に
該
当
し
、
Ｎ
Ｈ

Ｋ
放
送
受
信
料
が
全
面
免
除
の
世
帯
が
対

象
で
す
。

■
支
援
の
内
容

地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
対
応
の
簡
易
な
チ

ュ
ー
ナ
ー
（
１
台
）
を
無
償
給
付
し
、
対

象
世
帯
を
訪
問
し
て
チ
ュ
ー
ナ
ー
の
設
置

を
行
い
ま
す
。
ア
ン
テ
ナ
改
修
等
が
必
要

な
場
合
は
無
償
で
工
事
を
行
い
ま
す
。

市
町
村
民
税
非
課
税
世
帯
へ
の
支
援

■
支
援
の
対
象

ま
だ
地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
に
対
応
で
き

ず
「
世
帯
全
員
が
市
町
村
民
税
非
課
税
の

措
置
を
受
け
て
い
る
世
帯
」
が
対
象
で
す
。

（
※
Ｎ
Ｈ
Ｋ
と
の
放
送
受
信
契
約
が
必
要
で

す
。）

■
支
援
の
内
容

地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
対
応
の
簡
易
な
チ

ュ
ー
ナ
ー
（
１
台
）
を
無
償
給
付
し
ま
す
。

ま
た
、
チ
ュ
ー
ナ
ー
の
設
置
方
法
や
操
作

方
法
を
電
話
で
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す
。（
チ
ュ

ー
ナ
ー
の
訪
問
設
置
、
ア
ン
テ
ナ
改
修
等

は
行
い
ま
せ
ん
。）

■
申
込
方
法

申
込
書
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、
必
要

書
類
を
添
付
し
て
総
務
省
　
地
デ
ジ
チ
ュ

ー
ナ
ー
支
援
実
施
セ
ン
タ
ー
へ
送
付
し
て

く
だ
さ
い
。
申
込
書
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
や
電
話
等
で
総
務
省
の
地
デ
ジ
チ
ュ
ー

ナ
ー
支
援
実
施
セ
ン
タ
ー
か
ら
お
取
り
寄

せ
く
だ
さ
い
。

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

・
支
援
制
度
に
つ
い
て

総
務
省
　
地
デ
ジ
チ
ュ
ー
ナ
ー
支
援
実

施
セ
ン
タ
ー
　
Ｎ
Ｈ
Ｋ
放
送
受
信
料
全
額

免
除
世
帯
へ
の
支
援

☎
０
５
７
０
‐
０
３
３
８
４
０

・
市
町
村
民
税
非
課
税
世
帯
へ
の
支
援

☎
０
５
７
０
‐
０
２
３
７
２
４

・
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
放
送
受
信
契
約
、
放
送
受
信

料
免
除
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

Ｎ
Ｈ
Ｋ
放
送
受
信
料
全
額
免
除

☎
０
５
７
０
‐
０
０
０
５
８
８

・
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
放
送
受
信
契
約

☎
０
５
７
０
‐
０
７
７
０
７
７

地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
視
聴
の
た
め

の
低
所
得
世
帯
支
援
に
つ
い
て

納税は便利な口座振替で
申告所得税、個人事業者の消

費税及び地方消費税の納税に
は、口座振替が安心・便利です。
新たに口座振替を希望する場合
には、申告期限までに預貯金先
の金融機関または税務署へ「預
貯金口座振替依頼書」を提出し
てください。

17 広報こうしゅう
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今
年
度
も
終
わ
り
に
近
づ
き
、
新
し
い

生
活
に
向
け
て
準
備
を
さ
れ
て
い
る
方
も

多
い
と
思
わ
れ
ま
す
。
入
学
、
卒
業
、
就

職
、
転
職
、
結
婚
等
に
よ
り
こ
れ
か
ら
お

引
越
し
を
考
え
ら
れ
て
い
る
方
、
そ
の
際

に
は
住
所
変
更
の
届
出
も
忘
れ
ず
に
お
願

い
し
ま
す
。

■
市
内
で
の
お
引
越
し
の
場
合

転
居
届
が
必
要
で
す
。
・
・
・

お
引
越
し
さ
れ
て
か
ら
14
日
以
内
に
お

届
け
く
だ
さ
い
。
事
前
の
届
出
は
で
き
ま

せ
ん
。

■
市
外
へ
の
お
引
越
し
の
場
合

転
出
届
が
必
要
で
す
。
（
転
出
届
手
続
き

後
、
新
住
所
地
市
町
村
に
て
転
入
届
も
必

要
で
す
。）
・
・
・

お
引
越
し
先
、
お
引
越
し
の
日
が
決
ま

っ
た
ら
事
前
に
届
出
が
で
き
ま
す
。（
転
入

届
は
お
引
越
し
よ
り
14
日
以
内
で
す
。）

■
受
付
窓
口

本
庁
舎
　
市
民
生
活
課

勝
沼
地
域
総
合
局
　
市
民
福
祉
課

大
和
地
域
総
合
局
　
市
民
福
祉
課

■
受
付
日
時

午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時
30
分

※
休
祭
日
を
除
く

■
持
ち
物

印
鑑
、
運
転
免
許
証
等
の
本
人
確
認
書

類
、
国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
証
、
年
金

手
帳
、
住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
、
印
鑑
登

録
証
等
の
市
か
ら
発
行
さ
れ
た
書
類
全
て
。

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

市
民
生
活
課
　
住
民
記
録
・
戸
籍
担
当

☎
32
‐
２
１
１
１

（
内
線
１
０
２
～
１
０
５
）

甲
州
市
で
は
、
３
月
31
日
ま
で
住
基
カ

ー
ド
を
無
料
で
発
行
し
て
い
ま
す
。

■
住
基
カ
ー
ド
が
便
利
に
な
り
ま
す
。

３
月
１
日
か
ら
、
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス

ト
ア
（
セ
ブ
ン
イ
レ
ブ
ン
）
に
お
い
て

「
住
民
票
の
写
し
」
「
印
鑑
登
録
証
明
書
」

を
取
得
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り

ま
す
。

ま
た
、
同
時
に
韮
崎
市
、
南
ア
ル
プ
ス

市
設
置
の
証
明
書
自
動
交
付
機
、
４
月
１

日
か
ら
、
富
士
吉
田
市
設
置
の
証
明
書
自

動
交
付
機
も
ご
利
用
い
た
だ
け
る
よ
う
に

な
り
ま
す
。

※
甲
州
市
・
笛
吹
市
設
置
の
証
明
書
自
動

交
付
機
も
こ
れ
ま
で
ど
お
り
ご
利
用
で
き

ま
す
。

※
平
成
19
年
６
月
以
前
に
発
行
さ
れ
た
住

基
カ
ー
ド
、
代
理
人
に
よ
り
受
領
さ
れ
た

住
基
カ
ー
ド
、
証
明
書
自
動
交
付
機
対
応

を
希
望
さ
れ
な
か
っ
た
住
基
カ
ー
ド
の
場

合
、
証
明
書
自
動
交
付
機
や
コ
ン
ビ
ニ
交

付
サ
ー
ビ
ス
は
ご
利
用
で
き
ま
せ
ん
。

■
取
得
い
た
だ
け
る
証
明
書
と
手
数
料

①
住
民
票
の
写
し

「
世
帯
全
員
」
「
世
帯
の
一
部
」
ど
ち
ら
も

取
得
で
き
ま
す
。
同
じ
世
帯
の
方
の
住
民

票
も
取
得
で
き
ま
す
。

証
明
書
自
動
交
付
機
　
１
通
　
１
０
０
円

コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア１

通
　
２
０
０
円

②
印
鑑
登
録
証
明
書

印
鑑
登
録
を
さ
れ
て
い
る
方
の
み
で
す
。

ご
本
人
の
印
鑑
証
明
書
の
み
取
得
で
き
ま

す
。証

明
書
自
動
交
付
機
　
１
通
　
１
０
０
円

コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア１

通
　
２
０
０
円

■
住
基
カ
ー
ド
を
作
る
に
は

・
申
請
場
所
　
本
庁
舎
　
市
民
生
活
課

・
受
付
時
間

午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時
30
分

※
休
祭
日
を
除
く
。
ま
た
、
水
曜
日
の
窓

口
延
長
時
は
午
後
７
時
30
分
ま
で
と
な
り

ま
す
。

■
持
ち
物

・
写
真
つ
き
の
住
基
カ
ー
ド
を
ご
希
望
の

方
は
た
て
４．

５
セ
ン
チ
よ
こ
３．

５
セ

ン
チ
の
証
明
写
真

・
印
鑑

・
運
転
免
許
証
、
パ
ス
ポ
ー
ト
、
身
体
障

害
者
手
帳
等
の
顔
写
真
つ
き
本
人
確
認
書

類
と
健
康
保
険
証
等
の
本
人
確
認
書
類
の

２
点
。

■
そ
の
他

Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
の
運
転
免
許
証
を
お
持
ち

の
方
で
、
暗
証
番
号
の
入
力
が
可
能
な
方

は
運
転
免
許
証
の
み
の
確
認
と
な
り
ま
す
。

ま
た
、
証
明
書
自
動
交
付
機
、
コ
ン
ビ
ニ

交
付
対
応
の
住
基
カ
ー
ド
は
、
代
理
人
に

よ
る
申
請
・
受
領
は
で
き
ま
せ
ん
。

年
度
末
に
な
り
ま
す
と
、
窓
口
が
混
み

合
い
発
行
ま
で
に
時
間
が
か
か
る
場
合
が

あ
り
ま
す
。
時
間
に
余
裕
を
お
持
ち
い
た

だ
い
て
の
申
請
を
お
願
い
し
ま
す
。

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

市
民
生
活
課
　
住
民
記
録
・
戸
籍
担
当

☎
32
‐
２
１
１
１

（
内
線
１
０
２
～
１
０
５
）

住民票の写し、印鑑証明書・・
平成23年３月より始まります

コンビニ交付サービス
平成２３年３月より全国のコンビニエ

ンスストア（セブンイレブン）の店舗内
に設置されている多機能端末（マルチコ
ピー機）より「住民票の写し」と「印鑑
登録証明書」を取得できます。どちらも、
証明書自動交付機・コンビニ交付サービ
スに対応した住民基本台帳カードが必要
となります。 ◆市民生活課◆

お
引
越
し
の
際
に
は
住
所
変
更
の

届
出
を
忘
れ
ず
に
！
！

住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
（
住
基
カ

ー
ド
）
を
作
り
ま
せ
ん
か
？

18平成23年2月
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ペットも家族の一員です
ご参加ください

犬の飼い方教室
■日　時　2月28日（月）　

午後２時～午後３時３０分（講義・実演)
受付：午後１時３０分～

■場　所　東山梨合同庁舎　１０１会議室
（甲州市塩山上塩後１２３９‐１）

■その他　飼い犬の同伴はできません。
参加費は無料です。

◆申し込み・お問い合わせ先
峡東保健所　衛生課　☎２０‐２７５１
環境政策課　　　　　☎３２‐２１１１ＣＡＴＶ食育番組

野菜・果物をつくっておいしく食べるじゃん
■２月の放映内容■

「お弁当の日」井尻小学校
ぱきぱきマン出動！みいづ保育園

・勝沼CATV 2月21日（月）～27日（日）

・峡東CATV 2月22日（火）～26日（土）

※詳細は、お住まいの地域のＣＡＴ
Ｖに確認してください。

◆甲州市食育推進会議事務局◆

産業振興課から
農家の皆様へ（お願い）

この時期、ぶどう、桃などを栽培され
ている方で、剪定枝の焼却処分を行って
いる農家も多いと思います。

焼却処分する際は、周辺民家への煙、
焼却灰などの影響には充分配慮いただき
ますようお願いします。

◆産業振興課◆

現
在
、
甲
府
市
・
笛
吹
市
・
山
梨
市
・

甲
州
市
の
４
市
に
お
い
て
、
新
た
な
「
ご

み
処
理
施
設
（
ご
み
焼
却
施
設
・
リ
サ
イ

ク
ル
施
設
）
」
の
建
設
を
進
め
て
い
ま
す
。

今
回
、
こ
の
都
市
計
画
の
決
定
に
関
す
る

素
案
を
作
成
し
ま
し
た
の
で
、
そ
の
内
容

に
つ
き
ま
し
て
、
次
の
と
お
り
説
明
会
を

開
催
し
ま
す
。

■
日
　
時

２
月
23
日
（
水
）
午
後
７
時
～

■
場
　
所

笛
吹
市
役
所
　
境
川
支
所

防
災
セ
ン
タ
ー
２
階
　
大
会
議
室

■
内
　
容

「
甲
府
・
峡
東
地
域
ご
み
処
理
施
設
」
都

市
計
画
（
素
案
）
に
つ
い
て

■
そ
の
他

参
加
は
自
由
で
事
前
の
申
し
込
み
は
不

要
と
な
り
ま
す
。

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

笛
吹
市
建
設
部
　
ま
ち
づ
く
り
整
備
課

計
画
指
導
担
当

☎
０
５
５
‐
２
６
１
‐
３
３
３
４

甲
府
・
峡
東
地
域
ご
み
処
理
施
設
事
務

組
合
　
建
設
課

☎
０
５
５
‐
２
６
６
‐
７
７
４
４

野
焼
き
と
は
、
焼
却
設
備
を
用
い
な
い

で
廃
棄
物
を
焼
却
す
る
行
為
で
地
面
に
穴

を
掘
っ
て
の
焼
却
、
ド
ラ
ム
缶
で
の
焼
却
、

ブ
ロ
ッ
ク
で
囲
ん
だ
簡
易
的
な
焼
却
施
設

で
の
焼
却
を
い
い
ま
す
。

ゴ
ミ
の
野
焼
き
は
法
律
に
よ
り
禁
止
さ

れ
て
い
ま
す
。（
廃
棄
物
の
処
理
及
び
清
掃

に
関
す
る
法
律
）

野
焼
き
を
す
る
と
、
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
類

に
よ
る
汚
染
を
は
じ
め
と
す
る
大
気
汚
染

の
原
因
に
も
な
り
ま
す
。
ま
た
、
煙
や
悪

臭
、
飛
灰
な
ど
は
近
隣
の
方
に
も
迷
惑
な

行
為
と
な
り
ま
す
の
で
、
安
易
な
ゴ
ミ
の

焼
却
は
や
め
ま
し
ょ
う
。

例
外
と
し
て
た
き
火
、
農
作
業
で
出
た

剪
定
枝
等
の
軽
微
な
焼
却
は
認
め
ら
れ
て

い
ま
す
が
、
そ
の
際
は
近
隣
の
方
に
迷
惑

の
か
か
ら
な
い
よ
う
に
、
風
向
き
等
に
十

分
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
家
庭
ゴ
ミ
は
市
の
基
準
に
従
い

分
別
し
て
必
ず
ゴ
ミ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に
出

し
ま
し
ょ
う
。

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

環
境
政
策
課
　
　
☎
32
‐
２
１
１
１

勝
沼
地
域
総
合
局
　
市
民
福
祉
課

☎
44
‐
１
１
１
１

大
和
地
域
総
合
局
　
市
民
福
祉
課

☎
48
‐
２
１
１
１

甲
府
・
峡
東
地
域
ご
み
処
理
施
設

都
市
計
画
（
素
案
）
説
明
会
開
催

■
罰
則
規
定
　

５
年
以
下
の
懲
役
も
し
く
は
、
１，

０

０
０
万
円
以
下
の
罰
金
な
ど
処
罰
さ
れ
ま

す
。

野
外
焼
却
（
野
焼
き
）
の
禁
止
に

つ
い
て
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informationinformationinformationinformationinformation
旧
塩
山
市
の
時
か
ら
継
続
し
て
、
32
回

目
を
迎
え
る
民
謡
ま
つ
り
で
す
。
山
梨
県

を
は
じ
め
、
日
本
各
地
の
民
謡
を
発
表
し

ま
す
の
で
、
皆
さ
ん
の
ご
来
場
を
お
待
ち

し
て
お
り
ま
す
。
入
場
は
無
料
で
、
申
し

込
み
も
不
要
で
す
。

■
日
　
時

２
月
27
日
（
日
）

開
場
　
午
前
10
時
30
分
～

開
演
　
午
前
11
時
～
午
後
４
時

■
会
　
場

甲
州
市
民
文
化
会
館
　
２
階
　
大
会
議
室

■
主
　
催

甲
州
市
文
化
協
会
塩
山
文
化
協
会
民
謡
部

■
お
問
い
合
わ
せ
先

甲
州
市
文
化
協
会

塩
山
文
化
協
会
民
謡
部
　
高
橋

☎
32
‐
４
８
２
１

今
回
の
企
画
展
は
、
塩
山
地
区
（
千
野
、

上
於
曽
、
上
塩
後
）
に
あ
る
文
化
財
を
写

真
パ
ネ
ル
に
て
展
示
し
て
い
ま
す
。
こ
の

機
会
に
ぜ
ひ
ご
覧
下
さ
い
。

■
開
催
期
間
　
２
月
24
日
（
木
）
ま
で

※
開
館
時
間
は
午
前
９
時
か
ら
午
後
５
時

で
す
。
な
お
、
毎
週
月
曜
日
と
祭
日
（
11

日
）
は
休
館
日
と
な
り
ま
す
。

■
開
催
場
所

甲
州
市
民
文
化
会
館
歴
史
民
俗
資
料
室

◆
主
催
・
お
問
い
合
わ
せ
先

甲
州
市
民
文
化
会
館

☎
32
‐
１
４
１
１
　

４
月
24
日
開
催
の
「
さ
が
ら
草
競
馬
大

会
」
に
、
５
組
10
名
様
を
無
料
宿
泊
に
て

ご
招
待
い
た
し
ま
す
。

■
招
待
内
容

・
４
月
23
日
（
大
会
前
日
）
か
ら
市
内
宿

泊
施
設
で
の
１
泊
２
日

・
牧
之
原
市
の
特
産
で
あ
る
、
お
茶
の
手

摘
み
や
手
も
み
を
体
験

・
草
競
馬
特
別
観
覧
席
入
場
無
料

■
応
募
条
件
　
市
内
在
住
の
方

※
今
後
の
「
さ
が
ら
草
競
馬
大
会
」
Ｐ
Ｒ

の
為
、
ブ
ロ
グ
や
ネ
ッ
ト
上
の
掲
示
板
等

に
、
草
競
馬
大
会
に
つ
い
て
の
感
想
や
レ

ポ
ー
ト
を
書
く
こ
と
が
で
き
る
方
を
優
先

的
に
ご
招
待
し
ま
す
。

■
応
募
方
法

必
要
事
項
（
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
電

話
番
号
、
Ｐ
Ｒ
レ
ポ
ー
ト
を
ご
記
入
の
う

え
､
郵
送
ま
た
は
メ
ー
ル
で
お
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。

・
Ｐ
Ｒ
レ
ポ
ー
ト
題
目
（
い
づ
れ
か
）

牧
之
原
市
を
知
っ
て
い
る
か
？

牧
之
原
市
に
来
た
こ
と
が
あ
る
か
？

さ
が
ら
草
競
馬
大
会
を
知
っ
て
い
る
か
？

■
締
切
日

郵
送
　
３
月
４
日
（
消
印
有
効
）

メ
ー
ル
　
３
月
６
日

◆
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
先

牧
之
原
市
観
光
協
会

さ
が
ら
草
競
馬
大
会
宿
泊
招
待
係

〒
４
２
１
‐
０
４
２
２

静
岡
県
牧
之
原
市
静
波
１
７
７
１
‐
５

☎
０
５
４
８
‐
２
２
‐
５
６
０
０

メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス

m
a

il@
m

a
k

in
o

h
a

r
a

s
h

i-
k

a
n

k
-

o
u

k
y
o

u
k

a
i.c

o
m

静
岡
県
相
良
市
へ
宿
泊
ご
招
待

平
成
23
年
さ
が
ら
草
競
馬
大
会

第
５
回
甲
州
市
民
謡
ま
つ
り

歴
史
民
俗
資
料
室

第
73
回
企
画
展

「
甲
州
市
の
文
化
財
塩
山
地
区
」

平成22年度

第32回甲州市勝沼
ワインゼミナール

■日　時　2月26日（土）

午後１時１５分～４時３０分

■場　所　勝沼ぶどうの丘イベントホール

■定　員　１５０名（先着順）

※定員になり次第締め切ります。

■参加費　１人　１，０００円

（当日受付にて徴収させていただきます。）

■第一部　基調講演　午後１時３０分～３時

テーマ「産地とは何か」～山梨への期待～

講師　田崎真也さん

（株）サンティール代表取締役会長

１９９５年世界最優秀ソムリエ

■第二部　消費者との交流会　午後３時１５分～４時３０分

勝沼ワイン協会２３のワイン醸造家が参加者の皆様にワイン

の解説や説明を行い、会話を楽しみながら交流を深めていきま

す。県産ワインと食をお楽しみいただきます。

■主　催　勝沼ワイン協会

■協　賛　甲州市、塩山ワインクラブ

■申し込み・お問い合わせ先　

産業振興課　ワイン・商工担当　☎３２‐５０９２

塩山駅南口
市民ギャラリー

■期間■

２月７日（月）～３月７日（月）

※勝沼文化協会の短歌部と俳句部によ

る「新春文芸作品」を展示いたします。

展示内容・期間につきましては、変更

になる場合もあります。

◆お問い合わせ先

甲州市教育委員会　生涯学習課　
社会教育担当　☎３２‐５０９７

20平成23年2月



informationinformationinformationinformationinformation
山
梨
県
教
育
委
員
会
で
は
、
平
成
23
年

度
こ
と
ぶ
き
勧
学
院
の
学
生
を
募
集
し
ま

す
。
高
齢
者
の
学
習
ニ
ー
ズ
に
応
え
、
そ

れ
ぞ
れ
の
知
識
や
技
能
を
磨
き
、
生
き
が

い
と
と
も
に
地
域
文
化
の
指
導
者
と
し
て

貢
献
す
る
資
質
を
身
に
つ
け
る
場
で
す
。

■
授
業
日

水
曜
日
を
中
心
に
年
間
19
日
（
２
年
間
）

■
学
習
会
場

山
梨
市
民
会
館
ほ
か

（
山
梨
市
万
力
１
８
３
０
）

■
学
習
内
容

・
高
齢
社
会
を
生
き
る

・
ふ
る
さ
と
山
梨
に
学
ぶ

・
日
本
の
心
を
見
つ
め
る

・
時
代
の
潮
流
を
と
ら
え
る

・
地
域
を
創
る

■
対
象

お
お
む
ね
60
歳
以
上
の
健
康
な
方

■
授
業
料

基
本
学
習
費
、
保
険
料
、
ク
ラ
ブ
活
動

費
な
ど
必
要
な
経
費
は
自
己
負
担
と
な
り

ま
す
。

■
そ
の
他

申
込
方
法
な
ど
詳
し
い
内
容
は
峡
東
教

育
事
務
所
に
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

◆
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
先

山
梨
県
教
育
委
員
会
　
峡
東
教
育
事
務
所

地
域
教
育
支
援
ス
タ
ッ
フ

（
東
山
梨
合
同
庁
舎
内
）

☎
20
‐
２
７
３
１

☆
こ
の
養
成
講
習
は
・
・
・

あ
る
～
く
こ
う
し
ゅ
う
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー

対
象
事
業
で
す
！

日
本
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
協
会
指
導
員
に
よ

る
歩
き
方
、
靴
の
は
き
方
な
ど
正
し
い
ウ

オ
ー
キ
ン
グ
の
基
本
的
な
知
識
や
技
術
を

学
べ
ま
す
。
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
の
楽
し
さ
や

効
果
を
、
地
域
の
み
な
さ
ん
に
広
め
る
サ

ポ
ー
タ
ー
に
な
り
ま
せ
ん
か
？

■
日
時

２
月
19
日
（
土
）
午
後
１
時
～

■
場
　
所
　
塩
山
ふ
れ
あ
い
館

■
内
　
容

正
し
い
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
の
基
本
的
知
識

と
実
践
（
約
５
キ
ロ
を
歩
き
ま
す
）

■
服
　
装

動
き
や
す
い
服
装
・
運
動
靴
・
リ
ュ
ッ

ク
サ
ッ
ク
な
ど
背
負
え
る
も
の

■
持
ち
物

水
分
・
タ
オ
ル
・
カ
ッ
パ
な
ど
雨
具

※
雨
天
の
場
合
に
は
、
ふ
れ
あ
い
館
内
に

て
実
践
を
行
な
い
ま
す

■
参
加
費
　
無
料

■
申
込
締
切
　
２
月
16
日
（
水
）

◆
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
先

市
教
育
委
員
会
　
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課

☎
32
‐
５
０
９
８

☆
こ
の
養
成
講
習
は
・
・
・

あ
る
～
く
こ
う
し
ゅ
う
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー

対
象
事
業
で
す
！

疲
れ
ず
、
足
腰
を
痛
め
ず
、
効
果
的
に

歩
く
「
コ
ツ
」
を
学
び
ま
せ
ん
か
。

■
日
　
時

３
月
14
日
（
月
）
※
小
雨
決
行

集
合

午
後
１
時

■
場
　
所
　
塩
山
総
合
グ
ラ
ウ
ン
ド
前

■
コ
ー
ス

松
里
周
辺
コ
ー
ス
（
約
４
km
）

■
服
　
装

動
き
や
す
い
服
装
と
運
動
靴
、
リ
ュ
ッ

ク
な
ど
背
負
え
る
も
の

■
持
ち
物

水
分
、
タ
オ
ル
、
カ
ッ
パ
な
ど
の
雨
具

■
定
　
員
　
40
名
（
先
着
順
）

■
申
込
方
法

健
康
増
進
課
に
電
話
、
ま
た
は
窓
口
で

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

■
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
先

健
康
増
進
課
　
成
人
保
健
担
当

☎
33
‐
７
８
１
３

実証実験事業を開始！

甲州市レンタサイクル

観光エリアごとの観光拠点を結ぶ２次交通ネット
ワークを整備するための実証実験を開始します。
■日　　時

2月11日（金）～平成２４年3月31日（土）
■貸出台数

電動アシスト付自転車　　１０台
普通自転車　　　　　　　　８台

■営業時間　午前９時～午後４時まで
■受付及び返却場所

重要文化財旧高野家住宅「甘草屋敷」
※毎週火曜日（祝日の場合は翌日）と年末年始は休
館日となります。
■料　　金　　無料（ただし保証金が別途必要）
◆お問い合わせ先

観光交流課　企画担当　☎３２‐５０９１　

平
成
23
年
度
の
学
生
を
募
集
！

山
梨
こ
と
ぶ
き
勧
学
院

参
加
者
募
集

ウ
オ
ー
キ
ン
グ
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成

講
習

参
加
者
募
集

健
康
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
教
室
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informationinformationinformationinformationinformation
時
間
外
相
談
日
（
予
約
制
）

平
日
の
日
中
は
忙
し
く
て
市
役
所
ま
で

行
け
な
い
と
い
う
方
、
電
話
・
来
所
に
て

相
談
を
受
け
て
い
ま
す
の
で
、
ご
利
用
く

だ
さ
い
。
全
日
程
で
予
約
が
必
要
に
な
り

ま
す
の
で
、
事
前
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

〔
時
間
外
相
談
日
〕

◎
水
曜
日
（
午
後
５
時
30
分
～
７
時
）

２
月
２
日
、
９
日
、
16
日
、
23
日

◎
土
曜
日
（
午
後
１
時
～
４
時
）

２
月
５
日
、
12
日
、
19
日
、
26
日

◆
場
所
・
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
先

福
祉
あ
ん
し
ん
相
談
セ
ン
タ
ー

☎
32
‐
０
２
８
５

FAX
33
‐
２
３
０
７

障
害
を
持
つ
人
の
悩
み
は
同
じ
障
害
を

持
つ
人
で
な
い
と
分
か
ら
な
い
こ
と
が
多

く
あ
り
ま
す
。
経
験
を
積
み
重
ね
た
障
害

者
自
身
が
、
同
じ
立
場
に
た
っ
て
悩
み
を

聞
き
相
談
に
の
り
ま
す
。
ひ
と
り
で
悩
ま

ず
、
お
気
軽
に
ご
相
談
下
さ
い
。

■
視
覚

石
原
テ
ル
氏
　
　

☎
33
‐
２
４
８
９

■
聴
覚

石
山
　
寛
氏

☎
32
‐
４
０
３
６

■
肢
体

小
川
美
金
氏(

肢
体) 

☎
44
‐
１
７
９
３

羽
村
千
鶴
氏(

肢
体) 

☎
32
‐
１
２
２
４

中
村
安
孝
氏(

脳
原
性)

☎
44
‐
２
２
４
０

■
知
的
障
害
児
保
護
者

田
中
美
津
江
氏

☎
32
‐
２
２
４
７

◆
場
所
・
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
先

福
祉
あ
ん
し
ん
相
談
セ
ン
タ
ー

☎
32
‐
０
２
８
５

FAX
33
‐
２
３
０
７

※
相
談
日
、
時
間
帯
に
つ
い
て
、
ま
た
来

所
で
き
な
い
方
も
相
談
く
だ
さ
い
。

視
覚
障
害
を
お
持
ち
の
方
を
対
象
と
し

た
パ
ソ
コ
ン
教
室
を
実
施
し
ま
す
。
は
じ

め
て
の
方
で
も
丁
寧
に
指
導
し
ま
す
の
で

お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

■
日
　
時
　

２
月
１
日
（
火
）、
15
日
（
火
）

３
月
１
日
（
火
）、
15
日
（
火
）

午
後
１
時
～
３
時

■
内
　
容

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
利
用
方
法
な
ど

◆
場
所
・
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
先

福
祉
あ
ん
し
ん
相
談
セ
ン
タ
ー

☎
32
‐
０
２
８
５

FAX
33
‐
２
３
０
７

障
害
を
お
持
ち
の
方
を
対
象
と
し
た
陶

芸
教
室
を
開
催
し
ま
す
。
は
じ
め
て
の
方

で
も
丁
寧
に
指
導
し
ま
す
の
で
お
気
軽
に

ご
参
加
く
だ
さ
い
。

■
日
　
時

２
月
16
日
（
水
）
午
後
１
時
30
分
～

■
講
　
師
　
岩
波
　
正
勝
　
先
生

■
定
　
員
　
15
名
程
度

■
参
加
費
　
材
料
費
　
１
０
０
円

※
塩
寿
荘
陶
芸
教
室
の
皆
様
の
ご
協
力
を

い
た
だ
い
て
実
施
し
ま
す
。

◆
場
所
・
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
先

福
祉
あ
ん
し
ん
相
談
セ
ン
タ
ー

☎
32
‐
０
２
８
５

FAX
33
‐
２
３
０
７

心
の
問
題
で
悩
ん
で
い
る
方
や
そ
の
ご

家
族
の
相
談
に
専
門
医
が
応
じ
ま
す
。
ま

た
、
来
所
で
き
な
い
方
の
相
談
に
も
応
じ

ま
す
。

■
日
　
時

２
月
16
日
（
水
）
午
後
２
時
～
４
時

※
日
時
が
変
更
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

■
申
込
方
法

２
月
11
日
（
金
）
ま
で
に
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。

◆
場
所
・
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
先

福
祉
あ
ん
し
ん
相
談
セ
ン
タ
ー

☎
33
‐
２
２
０
３

☎
32
‐
０
２
８
５

※
こ
の
相
談
は
、
完
全
予
約
制
で
す
。

認
知
症
な
の
か
相
談
し
た
い
、
認
知
症

の
対
応
で
困
っ
て
い
る
等
の
相
談
に
専
門

医
が
応
じ
ま
す
。

■
日
　
時
　
２
月
23
日
（
水
）
午
後
３
時
～

■
場
　
所
　
本
庁
舎
　
第
４
会
議
室

■
申
込
方
法

２
月
18
日
（
金
）
ま
で
に
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。

◆
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
先

福
祉
介
護
課

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

☎
32
‐
５
６
０
０

※
こ
の
相
談
は
、
完
全
予
約
制
で
す
。

障
害
者
生
活
支
援
相
談

同
じ
障
害
を
持
つ
相
談
員

※
予
約
制

ピ
ア
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
に
よ
る
相
談

参
加
者
募
集

視
覚
障
害
者
パ
ソ
コ
ン
教
室

参
加
者
募
集
　
障
害
者
陶
芸
教
室

ご
利
用
く
だ
さ
い
「
心
の
相
談
窓

口
」
専
門
医
に
よ
る
相
談

も
の
忘
れ
相
談ハーフル塩山と認定こども園塩山カト

リック幼稚園は１月２０日、手話を交え
た歌や手遊びなどを楽しみむ交流会を行
いました。「いつまでも元気でいてね」と
園児全員からは大きな歌声をプレゼント。
その後、ハートフル塩山の皆さんも一緒
に「富士山」を合唱するなど、笑顔で交
流を深めました。

ハートフル塩山・カトリック幼稚園

笑顔で交流を深める

まちかど
フォト
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informationinformationinformationinformationinformation
■
活
動
内
容

県
内
の
食
料
品
販
売
店
に
お
い
て
、
日

常
の
買
い
物
等
を
通
じ
て
食
品
表
示
の
状

況
を
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
し
て
い
た
だ
き
、
状

況
を
県
消
費
者
安
全
・
食
育
推
進
課
へ
報

告
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

■
応
募
資
格

・
満
20
歳
以
上
で
、
県
内
に
居
住
し
、
食

品
の
安
全
性
や
表
示
に
関
心
が
あ
る
方

・
国
又
は
国
が
委
託
す
る
事
業
者
が
委
嘱

す
る
「
食
品
表
示
ウ
ォ
ッ
チ
ャ
ー
」
で
な

い
方

・
県
に
対
す
る
食
品
表
示
状
況
の
モ
ニ
タ

ー
に
関
す
る
報
告
及
び
不
適
切
な
食
品
表

示
の
報
告
を
実
施
す
る
こ
と
が
可
能
な
方

・
県
が
行
う
食
品
表
示
に
関
す
る
研
修

（
年
２
回
）
を
受
け
る
こ
と
が
可
能
な
方

■
謝
　
礼
　
年
額
　
７，

０
０
０
円

※
研
修
会
の
参
加
に
要
す
る
経
費
や
報
告

に
要
す
る
郵
送
料
な
ど
を
含
み
ま
す
。

■
応
募
締
切

３
月
11
日
（
金
）
ま
で

◆
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
先

市
民
生
活
課
　
市
民
生
活
担
当

☎
32
‐
５
０
６
８

県
消
費
者
安
全
・
食
育
推
進
課

食
の
安
全
・
食
育
担
当
　

☎
０
５
５
‐
２
２
３
‐
１
５
８
８

平
成
23
年
度
山
梨
県
食
品
表
示
ウ

ォ
ッ
チ
ャ
ー
を
募
集
し
ま
す
！

無料法律相談
■日　時　2月15日（火）午後１時３０分～４時３０分
■場　所　勝沼防災センター　１階　会議室
■対　象　市内在住者　
■定　員　６名（相談者１人につき３０分）
※この無料法律相談は完全予約制です。２月７日（休
祭日を除く）から予約を受け付けます。多くの方に相
談の機会を設けたいので、回数を制限させていただく
場合があります。
◆申し込み・お問い合わせ先

市民生活課　市民生活担当　☎３２‐５０６８

甲州市社会福祉協議会

休日無料法律相談
甲州市社会福祉協議会では、平日は忙しくて相談に

行けないという方のために、休日無料法律相談を開催
しています。相談希望の方は電話にて申し込みをお願
いします。

■日　時　2月26日（土）
午前９時３０分～１２時３０分

■場　所　甲州市民文化会館　２階　第１会議室
■対　象　市内在住者
■定　員　６名（相談者１人につき３０分）
※この無料法律相談は、完全予約制です。２月１0日

（木）午前８時３０分から予約を受け付けます。
◆申し込み・お問い合わせ先

甲州市社会福祉協議会　☎４４‐２６１２

特設人権相談所開設
■日　時　2月4日（金）午前１０時～午後３時
■場　所　恩賜林記念館　２階　和室
■相談員　人権擁護委員
■内　容　いじめ、親族間トラブル、差別、配偶者か

らの暴力、児童虐待、ストーカーなど人権
に係わる相談
※相談は無料で秘密は固く守られます。

◆お問い合わせ先
市民生活課　市民生活担当　☎３２‐５０６８

巡回無料法律相談会
■日　時　3月3日（木）午後１時～４時

受付時間　午後１時～３時30分
■場　所　甲州市民文化会館　２階
■担　当　山梨県弁護士会所属の弁護士　
■内　容　離婚、相続、土地や建物の賃貸借、交通事

故、損害賠償、サラ金や消費者問題など
※相談内容は厳秘扱いです。相談に来られる際には、
関係する書類等がある場合は持参していただき、お聞
きになりたいことをまとめてご相談ください。時間的
な制約から、場合によっては先着３０名前後で打ち切
ることがあります。

◆主催・お問い合わせ先

山梨県弁護士会 ☎０５５‐２３５‐７２０２

第41回信玄公祭り
ボランティアスタッフ募集

■日　時　4月 9日（土）
※会場整理・救護は午後３時～７時３０分、
運行補助は午後１時～７時３０分、祭り案内
業務は午前９時３０分～午後５時３０分まで
※祭り案内業務は８日（金）の午後３時３０
分～７時３０分までの募集もしています。
■対　象　原則として１８歳以上の方
■募集人数
・会場整理・運営　　　　　１００人
・甲州軍団運行補助　　　　　７０人
・祭り案内業務　２０人  ・救護補助　１０人
■応募方法

必要事項（住所、氏名、年齢、性別、電話、
業務希望、過去の経験有無）を明記し、郵送、
ＦＡＸまたはＥメールにてご応募ください。
■申し込み・お問い合わせ先

第41回信玄公祭り実行委員会ボランティア係
〒４００‐００３１
甲府市丸の内１‐８‐１７

☎０５５‐２３１‐２７２２

FAX０５５‐２２１‐３０４０

メール　k-kondou@yamakan-sk . jp

23 広報こうしゅう



informationinformationinformationinformationinformation
東
土
会
絵
画
展
　
開
催
し
ま
す

笛
吹
市
の
絵
画
愛
好
家
に
よ
る
「
東
土

会
」
の
作
品
展
で
す
。

■
日
　
時

２
月
２
日
（
水
）
～
25
日
（
金
）

「
峡
東
の
歴
史
講
座
」
開
催

■
日
　
時
　

①
東
山
梨
の
藤
村
建
築
と
大
工

２
月
20
日
（
日
）
午
後
１
時
30
分
～

②
神
金
（
塩
山
）
軌
道
を
歩
く

３
月
６
日
（
日
）
午
前
９
時
博
物
館
集
合

※
現
地
を
歩
き
ま
す
。

■
定
　
員
　
各
回
40
名

▼
参
加
費
　
無
料

※
参
加
を
希
望
さ
れ
る
方
は
事
前
に
電
話

で
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

星
降
る
夜
の
コ
ン
サ
ー
ト
　

申
込
み
を
受
け
付
け
ま
す

■
日
　
時

３
月
５
日
（
土
）
午
後
７
時
～

■
場
　
所
釈
迦
堂
遺
跡
博
物
館

■
定
　
員

80
名
（
先
着
順
）

※
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
ま
す
。

■
参
加
費
　
２
０
０
円
（
入
館
料
）

冬
の
★
コ
ハ
ク
で
ま
が
玉
作
り

■
日
　
時

２
月
11
日
（
金
）
12
日
（
土
）

両
日
と
も
午
前
10
時
と
午
後
２
時
～

■
定
　
員
　
各
回
20
名

■
材
料
費
　
８
０
０
円

※
参
加
を
希
望
さ
れ
る
方
は
事
前
に
電
話

で
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

◆
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
先

釈
迦
堂
遺
跡
博
物
館

☎
47
‐
３
３
３
３

放
送
大
学
で
は
、
平
成
23
年
度
第
１
学

期
（
４
月
入
学
）
の
学
生
を
募
集
し
て
い

ま
す
。
放
送
大
学
は
テ
レ
ビ
や
ラ
ジ
オ
の

放
送
を
通
し
て
学
ぶ
遠
隔
教
育
の
大
学
で

す
。
心
理
学
・
福
祉
・
経
済
・
歴
史
・
文

学
・
自
然
科
学
な
ど
、
幅
広
い
分
野
を
学

べ
ま
す
。

■
出
願
期
間
　
２
月
28
日
（
月
）
ま
で

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

放
送
大
学
山
梨
学
習
セ
ン
タ
ー

☎
０
５
５
‐
２
５
１
‐
２
２
３
８

※
放
送
大
学
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
受
け
付

け
て
い
ま
す
。

釈
迦
堂
遺
跡
博
物
館
だ
よ
り

甲
州
市
男
女
共
同
参
画
推
進
委
員
会

気
づ
き
合
お
う

あ
な
た
と
私
の

未
来

あ
し
た

の
た
め
にＣ段丹映子・「週間長野」

掲載・無断転載禁止

市制施行５周年記念事業
劇団四季ミュージカル

エルコスの祈り
■日　時　3月27日（日）

午後４時～（開場 午後３時３０分）
■場　所 甲州市民文化会館ホール
■入場料（全席指定）

Ｓ席　　４，０００円　　Ａ席　　３，０００円
Ｂ席　　２，０００円

※３歳以上の方は有料となります。（３歳未満の着席鑑賞は
有料）
■入場券販売所

【甲州市内】
甲州市民文化会館　　　☎３２‐１４１１
菊島楽器　　　　　　　☎３３‐５１１５

【甲府市内】
山梨県民文化ホール ☎０５５‐２２８‐９１３１
甲府音協 ☎０５５‐２３５‐３９７５

【その他】
劇団四季予約センター　☎０１２０‐４８９４４４

◆お問い合わせ先
甲州市民文化会館　　　☎３２‐１４１１

※午前９時～午後５時まで／月・祝日休館、月曜が祝日の場
合はその翌日が休館

山梨県立産業技術短期大学校

平成２３年３月
能力開発講座のお知らせ
■講座内容

・旅行業法／旅行業約款・各種約款

・国内旅行実務（料金計算／観光地理)

・ＮＣ旋盤加工技術

◆申し込み・お問い合わせ先

山梨県立産業技術短期大学校

☎３２‐５２０２

放
送
大
学

４
月
生
募
集
の
お
知
ら
せ
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informationinformationinformationinformationinformation

● 必ず本人と連絡をつけること              
● 身に覚えのない請求は無視する
● すぐに振り込まないで相談して
● すぐに融資を申し込まないで相談して

オレオレ詐欺
家族を装って事故などの示談金を振り込ませる

手口。

融資保証金詐欺
融資を勧誘し、申込者に保証金を名目に、振り

込ませる手口。

架空請求詐欺
有料サイト利用料などの架空の請求を行い、振

り込ませる手口。

還付金詐欺
公的機関の職員を名乗り、還付金があると言っ

て、ＡＴＭ機を操作させ、送金させる手口。

温かな善意ありがとうございました
◎社会福祉事業へ
・市内の匿名の方々からご寄付をいただきました。
・塩山仏教会

◎子育て支援事業へ
・甲州市女性団体連絡協議会
（およっちょい祭り収益金）

◎児童福祉事業へ
・タイガーマスクさん

◎社会福祉協議会へ
・シルクロードバンド、ビクトリーズ、イースト

◎歳末たすけあいへ
・塩山中学校　　　　　　・松里中学校
・勝沼中学校　　　　　　・塩山南小学校児童会
・奥野田小学校児童会　　・玉宮小学校児童会
・大藤小学校　　　　　　・神金小学校
・勝沼小学校　　　　　　・東雲小学校児童会
・祝小学校　　　　　　　・大和小学校
・塩山愛育園保護者会
・赤尾保育園保護者会職員一同
・塩寿荘利用者

◎甘草屋敷へ
・清水　南さん（上塩後）樋口一葉作品「挿絵」一式

不動産無料相談
■日　時　2月17日（木）午後１時～３時
■場　所　杜の交流館（峡東森林組合)

☎３３‐２９０１
◆申込・問合先（社）山梨県宅地建物取引業協会

☎０５５‐２４３‐４３００

振り込め詐欺にご注意

夕暮れ時の
早めのライト点灯を

夕暮れ時は、人・車と
もお互いが見えにくくな
り、発見の遅れが、重大
な交通事故につながるこ
ともあります。

ドライバーの皆さんは、日没の概ね３０分前
からライトを点灯する・・・

「早めのライト点灯！」

を行い、自分の車の存在を「歩行者」や「対向
車」などに早く知らせ、注意を喚起して交通事
故を未然に防止しましょう。

２月中の「早めのライト点灯」の目安時間は、
午後５時です。人も車も、「見ること・見られ
ること」に心掛け、悲惨な交通事故を防止しま
しょう。

県内ナンバーへの変更手続きをして

山梨に納税を！
住所が変わった場合の変更登録は法律で義務

づけられています。

◆県外ナンバー自動車登録替え促進事務局◆
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勝沼図書館
春のおはなしフェスタ

●日時　3月12日（土）午後１時３０分～

●場所　勝沼図書館　視聴覚室

●内容　勝沼人形劇団「葡萄の実」の公演

本の破損（ページの切り抜きや破り跡など）

みなさんの財産です！
現在、多くの図書館で図書の「切抜き」や

「書き込み」、「資料の無断持ち出し」などが問

題となっています。残念なことに、市内の図

書館でも一部の心無い人のために、多くの方

が不愉快な思いをしたり、必要な本が利用で

きなくなったりしています。中には、新しく

入ったばかりの雑誌が切り取られる事例

も・・・。図書館の本・ＣＤ・ＤＶＤ・ビデ

オ等の資料は、市民の皆さんの財産です。誰

もが気持ちよく利用できるように、皆さんの

ご協力をお願いします。 

★汚損の例　

長年の使用により破損してしまう資料もあ

りますが、不注意による汚損もみられます。

★お願い

書き込みや切り取り

がある本を見つけた時

は、職員にお知らせく

ださい。本が破れたり、

ページが落ちたりした

場合は、家庭でなおさ

ず、そのまま図書館に

お持ちください。（専

用テープでの修理を行

なっています。）

勝沼図書館
つるし雛の展示

●日時　2月11日（金）～4月17日（日）

●内容　勝沼図書館内にて、つるし雛の展示を

行います。

子ども図書館第18回企画展
「いろんな絵本の世界ー布・しか
け・点字などー」

●日時　2月～5月まで

●場所　甘草屋敷子ども図書館ギャラリー

●内容　絵本にも変わった形のものや布ででき

た絵本などさま

ざまな形のもの

があります。い

ろんな形の絵本

たちを紹介して

います。

水濡れや飲み
物 の こ ぼ し
跡。放置する
とカビてしま
います。

落書きや書き込み

★お問合せ★

勝沼図書館　 ☎４４‐３７４６

塩山図書館　 ☎３２‐１５０５

大和図書館　 ☎４８‐２９２１

甘草屋敷子ども図書館
☎３３‐５９２６

図書館ＨＰ　http://www.lib-koshu.jp/
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◆お申し込み・お問合せ
　政策秘書課　秘書・広聴広報担当　TEL32-5063
　ホームページアドレス http://www.city.koshu.yamanashi.jp

もうすぐ１歳。この１年は柚花にとっ
てどんな年だったのかな。どんどん新し
いことができるようになっていく柚花に
みんなわくわくしているよ。これからも、
いつも元気で笑顔の柚花でいてね。

母・貴子さん
（赤尾）

甘えん坊だけど弟の面倒をよく見て
くれる梓紗と、のんびり屋さんで大人
しい悠真。性格は正反対の２人だけど、
姉弟仲良くやさしい子に育ってね。
父・宏満さん、母・さおりさん

（平沢）

「わが家のスター」では、元気なお子さんの写真を募集しています。ご両親のコメントを添えて広報担当までお申し込みください。

発
　
行
／
平
成
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年
２
月
１
日
　

編
　
集
／
甲
州
市
役
所
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課
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書
・
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当

広
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こ
の
広
報
紙
は
、
再
生
紙
を
使
用
し
て
い
ま
す
。
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いつも２人の笑顔に癒され
ます☆これからも笑顔で元気
に成長しますように☆

父・達也さん、母・智子さん
（勝沼）

ムチムチのあんよとぷくぷくのほっぺ
になって、元気に大きく育ったね。真優
の笑顔は最高にかわいいよ～。暖かくな
ったらパパとママと一緒にたくさんお出
かけしようね！

父・隆大さん、母・貴子さん
（下於曽）

歌とおどりが大好きな想来。
かわいい笑顔で、みんなを元気
にしてくれてありがとう。想来
は我が家の宝物です♡�
父・鉄平さん、母・知美さん

（藤井）

頑張り屋のりんちゃん。ず
っと笑顔の素敵な女の子であ
りますように♪

父・純一さん、母・香織さん
（上於曽）

高野
たかの

想来
そら

くん

(１歳)

高石
たかいし

梓紗
あずさ

ちゃん(２歳)

悠真
ゆうま

くん(１歳)

大島
おおしま

泰輔
たいすけ

くん(５歳)

徹平
てっぺい

くん(１歳)

根津
ねづ

柚花
ゆずは

ちゃん

(１歳)

廣瀬
ひろせ

りんちゃん

(５歳)

矢崎
やざき

真優
まゆ

ちゃん

(４ヶ月)


